
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
邦
会
計
検
査
院
の

法
的
地
位
と
そ
の
任
務

石村

森上

久武

広則

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

一

は

じ

め

に

ニ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
計
検
査
の
成
立
と
発
展

三
連
邦
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位

四
連
邦
会
計
検
査
院
の
任
務

五

お

わ

り

にtま

じ

め

一
九
八
五
年
七
月
一
一
日
に
、

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
連
邦
会
計
検
査
院
法
が
改
正
さ
れ
た
色
町
認
定

F
2
ι
g
∞E
号
良
市

n
Z
E四
回
吉
『

よ
り
立
法
府
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、

(
l
)
 

こ
と
に
な
っ
た
。

か
っ
、
現
代
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
請
に
副
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
新
た
な
配
慮
が
な
さ
れ
る

00-4 -601) 

《回
E
ロ

ι巾
凹
円
巾

n
Fロ
ロ
ロ
師
団
宮
町
白
巾
日
巾
円

N
|回
自
由
》
〈
0
5
Z
-
E一二∞∞印((切の回一
-
-
ω
・
ニ
合
》
)
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
、

本
稿
は

一
応
、
こ
の
新
改
正
院
法
に
焦
点
を
置
き
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
今
日
の
実
定
法
の
下
に
お
け
る
連
邦
会
計
検
査
院
の
法
的
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説

地
位
や
そ
の
任
務
の
範
囲
に
つ
い
て
、
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
重
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

付
随
的
に
、
第
二
章
で
、
歴
史
的
な
考
察
を
加
え
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
計
検
査
の
成
立
と
発
展
を
概
観
し
、
今
日
の
連
邦
会
計
検
査
院

論

の
法
的
地
位
や
そ
の
任
務
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
し
た
い
。

思
う
に
、
現
代
に
お
い
て
は
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は

い
く
ら
強
調
し
て
も
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
際
、
行
政
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

お
よ
び
国
会
や
裁
判
所
に
よ
る
外
在
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
憲
法
上
の
機
関
と

し
て
、
裁
判
官
的
独
立
性
を
有
し
て
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
専
ら
そ
の
任
務
と
す
る
会
計
検
査
院
に
よ
る
外
在
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重

要
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
七

O
年
以
上
に
も
及
ぶ
会
計
検
査
の
歴
史
の
中
で
、

い
わ
ゆ
る
会
計
検
査
の
組
織
規
定
や
作
用
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
非
常
に
し
ば
し
ば
憲
法
や
諸
法
律
が
、
制
定
・
改
廃
さ
れ
続
け
て
き
て
い

る
。
同
じ
資
本
主
義
体
制
を
採
る
国
家
と
し
て
、

西
ド
イ
ツ
の
会
計
検
査
院
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
少
な
か
ら
ず
我
が
国
に
も
参
考
に
な
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

新
改
正
法
に
つ
い
て
は
、
〈
加
一
-
回
、
吋
1
0
3
・
-ohωNωω
・
5
・一何一
n
r
g
F
Dロヨ
¥
Z
2
2・
U
S
5
5
∞=
E
3
5
n
y
E
Z与
え
な
n
G
|〉『・

帥

nzzaι
巾
『
阿
佐
官
5
ι
2
ヨ
E
5
5三
豆
一
t
i
l
-
U
O〈-∞∞印・

ω・
∞
∞
ご
『
・
一
日
付
『
由
自
民
一
巾
一
コ

(ZZF)・「
2
5
=
ι
四
日
間

Nmnyz
一
ωFmE巾『
l

z
ロ
ι
司-口白ロ
N

『onyF-
∞∞∞

ωω
印0
.

(
2
〉
な
お
、
こ
の
よ
う
な
国
家
機
関
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
と
限
界
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
〈
包
・

宅問一円巾円同内
Hmg-
窓口同豆一叩一口肺門曲目円一一
n
y
g
E
5
Z
E
g
g宮口
Ng凶
g
-
5
2・

(
3
)

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
一
七
一
四
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
総
合
会
計
局
(
。
2
2回一応
2
7
2
'日
内
田
ヨ
ヨ
巾
『
)
が
設
置
さ
れ
た
の
を
も
っ
て
会
計
検
査
の

元
年
と
呼
ん
で
い
る
。

(
l〉
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
計
検
査
の
成
立
と
発
展

有
名
な
著
書
『
会
計
検
査
二
五

O
年
史
』
の
巻
頭
論
文
を
著
し
た
プ
フ
l
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
諸

〈

1
〉

制
度
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
常
に
歴
史
的
遺
産
、
伝
統
に
出
く
わ
す
と
い
う
。
会
計
検
査
院
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
地
位
や
任

(
2
)
 

よ
り
良
く
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

務
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
作
用
分
野
か
ら
、

そ
こ
で
、
歴
史
的
に
見
て
み
る
と
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
会
計
検
査
と
い
う
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
独
立
の
組
織
が
、
絶
対

主
義
的
君
主
制
で
あ
れ
、
立
憲
主
義
的
君
主
制
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
又
、
議
会
主
義
的
民
主
制
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
形
態
に
お
い

て
、
必
然
的
な
組
織
と
し
て
存
在
し
て
き
で
い
る
。

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

右
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
組
織
と
し
て
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
絶
対
主
義
的
君
主
制
の
下
で
あ
る
が
、

一
七

O
七
年
の
ザ
ク

セ
ン
で
の
上
級
会
計
委
員
会

(
O
宮『

FSgE-ZZ)
や、

一
七
一
四
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
で
の
総
合
会
計
局
(
の
何
百

EFnys--ハ同ヨ
5
2
)

を
端
緒
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
君
主
に
直
属
の
機
関
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
総
合
会
計
局
の
よ
う
に
、
君
主
以
外
の
国
家
機
関
に

(

4

)

 

た
い
し
て
は
、
自
主
性
と
独
立
性
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
総
合
会
計
局
は
、
総
合
(
の

g
2
S
と
称
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
国
家
行
為
に
関
し
て
、
単
に
形
式
的
な
正
当
性
を
検
査
す
る
会
計
検
査
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
第
に
実
質
的
な
内
容
と
し

〈

5
)

て
の
節
約
性
を
も
検
査
で
き
た
の
で
あ
，
っ
た
。

一
八
四
八
年
の
い
わ
ゆ
る
欽
定
憲
法
一

O

00-4 -603) 

さ
て
、
立
憲
主
義
的
君
主
制
に
入
っ
て
く
る
と
、
中
・
南
部
の
ド
イ
ツ
語
固
に
お
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
、
会
計
検
査
の
官
庁

(

6

)

 

は
存
在
す
る
が
、
憲
法
上
の
組
織
規
定
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
、

)
 
l
 
(
 

上
級
会
計
局

(
O
F
2・河
2
Z
E口
同
日

E
ヨヨ
2
)
が
制
度
化
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
家
予
算
の
決
算
(
河
2
Z
1

5
白
)
が
、
上
級
会
計
局
に
よ
っ
て
検
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
い
で
、

条
に
よ
り
、
初
め
て
、
憲
法
上
、

一
八
五

O
年
に
修
正
さ
れ
て
成
立
し
、
日
本
の
旧
帝
国
憲
法
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説

七
二
条
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
一

O
四
条
に
よ
り
、
同
じ
く
、
国
家
予
算
の
決
算
が
上
級
会
計
局
に
よ
っ
て
検
査
さ
れ

る
こ
と
は
勿
論
、
政
府
は
両
議
院
人
E
5
5
2ロ
)
に
提
出
す
る
総
決
算
に
、
上
級
会
計
局
の
検
査
報
告
宙

g
g
r
g田
町
ロ
)
を
添
付
す
る
こ

ハ
8
〉

と
が
定
め
ら
れ
た
。

論

一
八
五

O
年
憲
法
も
、
上
級
会
計
局
の
組
織
と
権
限
は
法
律
で
定
め
る
と
規
定
し
て
い
た
が
、
普

仏
戦
争
や
予
算
紛
争
の
影
響
の
た
め
、
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
結
局
一
八
七
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
本
章
の

注

(
5
)
に
掲
げ
た
一
八
二
四
年
の
勅
令
で
、
従
来
ど
お
り
の
会
計
検
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、

一
八
四
八
年
憲
法
も
、

さ
て
、
右
の
一
八
七
二
年
法
律
で
、
初
め
て
法
律
上
、
上
級
会
計
局
の
、
国
王
に
対
す
る
直
隷
性
と
、
大
臣
に
対
す
る
独
立
性
が
保
障

さ
れ
ハ
一
条
)
、

か
っ
そ
の
構
成
員
(
至
高
一
一
旦
2
)
の
身
分
上
の
独
立
性
も
保
障
さ
れ
た
(
五
条
)
。

(2) 

マ
イ
ン
川
以
北
の
ド
イ
ツ
諸
国
が
フ
ロ
イ
セ
ン
を
盟
主
に
北
ド

(ロ)

一
八
六
七
年
に
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
こ
で
同
憲
法
に
よ
れ
ば
、
決
算
の
提
示
の
任
務

一
八
六
六
年
、

(
U〉

イ
ツ
連
邦
を
結
成
し
、

プ
ロ
イ
セ
ン
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
戦
争
後
、

さ
て

の
規
定
が
あ
る
の
み
で
(
七
二
条
)
、
会
計
検
査
制
度
の
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
検
査
さ
れ
る
べ
き
官
庁
の
多
数
は
プ
ロ

イ
セ
ン
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
自
体
の
会
計
検
査
の
規
定
は
不
要
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
す
ベ

て
の
連
邦
予
算
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
会
計
検
査
院
(
河
内

n
Z
E
g
z
o
と
呼
ば
れ
る
、
プ
ロ
イ
セ
ン

(
M〉

の
上
級
会
計
局
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
、
同
年
四
月
に
帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
、
会
計
検
査
制

(

日

〉

(
M山
〉

度
に
つ
い
て
は
何
の
規
定
も
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
年
一

O
月
に
帝
国
法
律
が
制
定
さ
れ
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
に
な
ら
い
、
プ

と
こ
ろ
で
、

一
八
七
一
年
、

ロ
イ
セ
ン
の
上
級
会
計
局
に
、
帝
国
財
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
委
ね
た
の
で
、
そ
れ
が
そ
の
限
り
で
、

ド
イ
ツ
帝
国
の
会
計
検
査
院
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

100 00-4 -604) 



さ
て
、
こ
の
当
時
の
上
級
会
計
局
な
い
し
会
計
検
査
院
は
、

(げ〉

さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
特
別
の
独
立
性
の
保
障
が
あ
っ
て
も
、
専
ら
、
行
政
官
庁
と
み
な

四

さ
て
、
民
主
主
義
を
採
り
入
れ
た
一
九
一
九
年
の
ワ
イ
マ
l
ル
共
和
国
憲
法
は
、
そ
の
第
八
六
条
で
、
「

ωラ
イ
ヒ
(
共
和
国
)
大
蔵

大
臣
は
、
全
て
の
ラ
イ
ヒ
歳
入
の
使
途
に
関
し
て
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
責
任
解
除
の
た
め
に
次
の
会
計
年
度
中
に
、
決
算
を
ラ
イ
ヒ
参
議
院

お
よ
び
ラ
イ
ヒ
議
会
に
提
出
す
る
。

ω決
算
の
検
査
(
河
2
Z
E口
開
田
百
三

5
加
)
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ヒ
の
法
律
で
規
定
す
る
」
と
定
め
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
、
会
計
検
査
組
織
に
つ
い
て
は
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
条
二
文
で
、
少
な
く
と
も
「
決
算
の
検

一
つ
の
進
歩
で
あ
っ
た
。
他
方
、

査
」
が
憲
法
上
採
用
さ
れ
た
の
は

一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
七
二
条
と
比
べ
て
、

ワ
イ
マ
l

ル
共
和
国
を
構
成
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は

一
八
五

O
年
の
同
国
憲
法
一

O
四
条
に
な
ら
い

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

一
九
二

O
年
の
同
国
憲
法
六
八
条
が
、

か
っ
、
そ
の
決
算
報
告
権
を
承
認
し
た
。

級
会
計
局
を
認
め
、

さ
て
、

ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
人
六
条
二
文
に
基
づ
き
、

(
初
)

一
九
二
二
年
に
、
ラ
イ
ヒ
予
算
法
〈
河
内
K
Z
E
5
E一Z
R
E
E
m
-
以下、

E
6
と
略

す
)
が
制
定
さ
れ
、
共
和
国
の
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位
と
任
務
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
河
Z
O
に
よ
っ
て
、
会
計
検
査
院
に
、
す
べ
て
の
ラ
イ
ヒ
の
予
算
執
行
の
監
視
が
委
ね
ら
れ
(
八
七
条
)
、
か
っ
、
会
計
検
査

院
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
に
対
し
独
立
で
あ
り
、
法
律
に
の
み
従
う
最
高
の
ラ
イ
ヒ
の
官
庁

(pwzzza乙
で
あ
る
と
さ
れ
た
(
一
一
八

条〉
さ
て
、
こ
の

E
O
の
詳
細
な
紹
仰
は
避
け
た
い
が
、
我
々
が
気
が
つ
い
た
限
り
で
の
意
義
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
る
と
、
第
一
に
、
立

法
府
と
の
連
が
り
が
強
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
白
巾
ヨ
巾
長
ロ
ロ
伺

g)
が
、
両
議
院

へ
提
示
さ
れ
る
こ
と
(
一

O
八
条
て
お
よ
び
、
会
計
検
査
院
の
義
務
的
検
査
報
告
が
拡
大
し
た
こ
と
(
一

O
七
条
一
項
)
等
に
よ
っ
て
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
の
観
点
で
み
れ
ば
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
憲
法
上
の
財
政 上

(10-4 -605) 101 



説

(
お
)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

102 

次
に
第
二
の
意
義
と
し
て
、
宮
内
O
に
よ
れ
ば
、
形
式
的
な
計
算
検
査
や
法
令
違
反
ば
か
り
で
な
く
、
「
経
済
性
を
考
慮
し
て
い
る
か
ど

か
え
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
会

計
検
査
院
の
国
法
上
の
性
格
や
権
力
分
立
の
体
系
上
の
整
序
に
関
し
て
熱
心
な
議
論
が
起
こ
っ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
当
時
に
お
い
て

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
に
会
計
検
査
を
め
ぐ
り
実
定
法
上
の
規
定
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、

00-4 -606) 

論

う
か
」
と
い
う
こ
と
で
不
経
済
事
項
も
会
計
検
査
院
の
検
査
権
限
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
(
九
六
条
一
項
三
号
)
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ

(
M〉

の
よ
う
な
規
定
は
、
当
時
ま
で
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
例
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

よ
し
ん
ば
特
別
の
種
類
の
も
の
で
あ
れ
、
行
政
官
庁
で
あ
る
こ
と
、

(
お
)

任
務
の
遂
行
で
あ
る
と
す
る
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

は
、
会
計
検
査
院
は
、

お
よ
び
会
計
検
査
院
の
活
動
も
広
義
の
行
政

五

次
に
ナ
チ
ス
期
(
一
九
三
三
年
i
一
九
四
五
年
)
に
入
る
と
様
相
は
一
変
す
る
。
な
る
ほ
ど
、

一
九
三
三
年
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
政
権
を

獲
得
し
た
後
も
、

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
自
身
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
し
か
し
沢
山
の
法
律
・
命
令
に
よ
っ
て
憲
法
は
骨
抜
き
に
さ
れ
た
の
で

(UV 

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
由
O

も
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。

(
お
)

そ
の
特
徴
点
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
と
、
ま
ず
、
会
計
検
査
院
の
合
議
制
原
則
(
択
。

=
a
E
E
E司
)
が
崩
さ
れ
、
総
統
原
理
に
影
響
さ
れ

て
、
院
長
の
地
位
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ト
の
会
計
検
査
院
が
解
消
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
任
務
を
ド
イ
ツ
帝
国
有
・

叩一

n
y
)

の
会
計
検
査
院
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
帝
国
会
計
検
査
院
の
検
査
権
限
も
次
第
に
制
限
さ
れ
て

ゆ
き
、
た
と
え
ば
、
総
統
決
裁
事
項

(
E
F
3
3
2
Z
n
Z
5
5な
る
は
事
後
検
査
を
免
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
総
統
命
令

は
、
検
査
官
庁
に
対
し
て
拘
束
的
で
す
ら
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
会
計
検
査
院
は
行
政
組
織
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

活
動
は
、

そ
の
意
義
を
全
く
失
い
、
政
府
自
身
が
自
己
の
免
責
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ワ
イ
マ
l
ル

憲
法
の
末
期
に
は
、
会
計
検
査
院
は
ナ
チ
ス
に
完
全
に
実
権
を
奪
わ
れ
て
、
名
の
み
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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1
 
(
 

一
九
四
五
年
五
月
八
日
の
敗
戦
を
機
に
、
西
側
諸
国
の
占
領
地
区
で
再
び
会
計
検
査
官
庁
が
設
立
さ
れ
る
が
、

一
九
四
九
年

五
月
二
三
日
に
、
憲
法
と
し
て
の
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
(
の
E
E官
お
お
同
E
二

万

四

E
E巾白
3
Z
E
r
p
E
n
z
g
p
以
下
、
の
の
あ
る

い
は
基
本
法
と
略
す
)
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
一
一
四
条
(
旧
規
定
)
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

付

連
邦
大
蔵
大
臣
は
、
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
院
に
、
す
べ
て
の
収
入
と
支
出
、
な
ら
び
に
、
資
産
お
よ
び
債
務
に
つ
い
て
、
毎

年
決
算
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

t才

決
算
は
、
裁
判
官
的
独
立
性
を
有
す
る
構
成
員
を
も
っ
て
〔
組
織
さ
れ
る
〕
会
計
検
査
院
(
包
ロ

F
S
E
Z
M
Yろ
が
、
こ
れ
を
検
査

す
る
。

一
般
決
算
お
よ
び
、
資
産
お
よ
び
債
務
の
一
覧
は
、
次
の
会
計
年
度
中
に
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
(
回
巾
ヨ

2
r
E哲
口
)
と
と
も

に
、
連
邦
政
府
の
責
任
を
解
除
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
算
の
検
査
は
、
連

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

邦
法
律
で
、
こ
れ
を
定
め
る
。
」
と
。

右
の
基
本
法
一
一
四
条
に
よ
っ
て
、
国
の
決
算
が
会
計
検
査
院
に
よ
っ
て
検
査
さ
れ
る
こ
と
が
明
定
さ
れ
、
同
院
の
構
成
員
に
裁
判
官

が
有
す
る
の
と
同
様
の
独
立
性
が
保
障
さ
れ
る
な
ど
会
計
検
査
が
憲
法
上
制
度
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

A 

七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
や
一
九
一
九
年
の
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
場
合
に
は
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
点
が
議
会
に
よ
る
政
府
の
免

責
に
あ
っ
た
の
と
比
較
す
る
と
、
重
要
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
基
本
法
一

一
四
条
二
項
に
基
づ
い
て

一
九
五

O
年
一
一
月
二
七
日
に
公
布
さ
れ
た
連
邦
会
計
検
査
院
の
設
置
お
よ
び
任
務
に

00-4 -607) 

関
す
る
法
律

3
2
3
F
2
F
H
W
E
C口問

E
E
〉
三
官
官
ロ

ι
g
E
E
2
5
n
y
E
Z与
え

2
5
5
R
5
2
5
Zこ
∞
印
己
《
切
の
∞
一
・
園
田

ωlg
、

(
辺
)

以
下
、
回
自
白
と
略
す
)
が
登
場
す
る
。

次

一
九
二
二
年
の
富
山
O

が
基
本
法
の
下
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
を
見
る
と
、
∞
自
由
。
が
公
布
さ
れ
る
ほ
ぼ
半
年
前

の

一
九
五

O
年
六
月
七
日
に
公
布
さ
れ
た
一
九
四
九
年
度
予
算
法
律
一
条
一
項
に
よ
り
、
連
邦
の
領
域
に
お
い
て
も
一
九
二
二
年
の

103 



説

(お〉

閉
山
甲
山

O

の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
し
、
回
目
N
Z。
自
身
に
よ
っ
て
も
、
新
し
い
連
邦
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
何
回
O
が
適
用
さ
れ
る
と

104 

定
め
ら
れ
て
い
た
(
二
条
〉
。

(2) 

と
こ
ろ
で
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
行
う
、

い
わ
ゆ
る
助
言
的
作
用
宙
2
同
門
戸
呂
田
日
『

E
E
Dる
と
い
う
も
の

00-4 -608) 

論

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
行
政
の
経
済
性
の
た
め
の
連
邦
委
託
官
宙

E
含
M
F
g
E
言・

(
引
品
〉

呂
5

2
『ヨ『円
M
n
E
r
-
-
n
y
r
z
z
r
H
J
1
2
3
1
5
m
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
二
年
以
来
、
閣
議
決
定
に
基
づ

の
中
で
、
院
長
は
特
別
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
あ
る
。

い
て
作
ら
れ
、
そ
の
活
動
が
同
じ
く
閣
議
の
指
針
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
一
九
一
一
一
一
年
の
経
費
節
約
委

員

完

R
Z岳
民

E
B
5
5
S
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
委
託
官
は
、
連
邦
行
政
や
予
算
の
執
行
の
経
済
性
等
に
関
し

て
勧
告
や
鑑
定
を
行
う
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
内
閣
若
し
く
は
個
々
の
閣
僚
の
依
頼
に
よ
り
又
は
自
ら
の
発
意
に
よ
り
助
言
活
動
を
行

ぃ
、
そ
の
た
め
必
要
と
あ
れ
ば
閣
議
に
出
席
し
、
若
し
く
は
閣
議
議
事
録
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

(
抑
制
)

か
ら
、
こ
の
連
邦
委
託
官
は
い
わ
ば
隠
れ
た
閣
僚
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

一
九
六
九
年
の
予
算
法
改
革
に
よ
り
∞
自
由
も
、
行
政
の
経
済
性
に
関
し
て
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

(お〉

の
で
、
両
者
の
区
分
は
非
常
に
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

さ
て
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

(
鈎
)

規
定
に
大
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
一

(3) 

一
九
六

0
年
代
後
半
に
、
財
政
的
危
機
が
起
り
、
そ
の
た
め

一
九
六
九
年
に
基
本
法
中
の
財
政

一
四
条
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

付

連
邦
大
蔵
大
臣
は
、
連
邦
政
府
の
責
任
を
解
除
す
る
た
め
に
、
次
の
会
計
年
度
中
に
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
た
い
し

て
、
す
べ
て
の
収
入
と
支
出
、

な
ら
び
に
資
産
お
よ
び
債
務
に
つ
い
て
、
決
算
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

t才

裁
判
官
的
独
立
性
を
有
す
る
構
成
員
を
も
っ
て
〔
組
織
さ
れ
る
〕
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
決
算
な
ら
び
に
予
算
の
執
行
お
よ
び
経
済

運
営
の
経
済
性

(
5
5
n
E
D一一
nyr巾
一
昨
〉
お
よ
び
秩
序
の
正
し
さ

(
O
E
E
Z
g
g一
回
吉
宗
〉
を
検
査
す
る
。
連
邦
会
計
検
査
院

2
2



回
Z
E
2
2
Z
E回
目
吉
『
〉
は
、
連
邦
政
府
の
ほ
か
、
直
接
に
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
毎
年
報
告
会
主

nzg)
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
権
限
は
、
連
邦
法
律
で
、
こ
れ
を
定
め
る
。
」
と
。

右
の
新
し
い
一
一
四
条
の
規
定
の
最
も
重
要
な
意
義
は
、
第
一
に
、
憲
法
上
、
検
査
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
決
算
の
検
査
ば
か
り
で
な

く
、
予
算
の
執
行
や
経
済
運
営

(ZE各
阻
ま

1
5
ι
5
H
Z
n
z
z
z
z
E
m
)
全
般
の
経
済
性
や
秩
序
正
し
さ
を
も
検
査
で
き
る
よ
う
に
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
会
計
検
査
院
に
は
、
い
わ
ば
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
、

一
般
的
委
託

3
2
2
P
E言
同
国
)
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
第

一
八
五

O
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
以
来
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
は
政
府
を
通
じ
て
議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
た
の
を
、
直
接
に

議
会
へ
も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
よ
っ
て
、
財
政
民
主
主
義
な
い
し
財
政
議
会
主
義
が
よ
り
強
化
さ
れ
、

議
会
に
よ
る
外
在
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

し
た
が
っ
て
憲
法
上
の
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
に

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

も
な
り
、
従
来
の
よ
う
に
政
府
を
通
じ
て
と
い
う
や
り
方
に
お
け
る
よ
う
な
、

い
わ
ば
行
政
の
内
部
的
な
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の

〈

ω)

一
つ
の
反
省
を
迫
る
手
懸
り
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

検
査
報
告
と
い
う
捉
え
方
に

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
基
本
法
改
正
と
軌
を
一
に
し
て
、
同
じ
一
九
六
九
年
に
、
田
宮
内
の
組
織
や
権
限
に
関
わ
る
法
律
と
し
て
、
連
邦
予

算
法
(
回
E

ロ含凶

F
E凹
古
田
一
門
的
。
三
口
己
認
さ
ヨ
】
∞
〉
己
由
巳
凹
こ
由
自
由
《
図
。
回
一
一

ω・-
N
∞
0
・
以
下
、
回
国
O

と
略
す
〉
が
制
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
法

に
よ
り
、

mzo
の
第
五
章
「
会
計
検
査
院
」

の
み
は
、

そ
の
ま
ま
有
効
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
基
本
法
の
改
正
一

O
九
条
三
項
に
よ
り
、
「
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
景
気
変
動
に
応
じ
た
予
算
の

と
を
う
け
て
、

予
算
総
則
法

3
2叩
HN52ι
一巾

9
5含
と
お

ι
g
z
E凶
E
5
2
z
z
ι
g
F
E
2
5
ι
ι
2
E
E
2
〈

O
B
S
-
〉ロ吉田門

(10-4-609) 

運
営
及
び
中
期
財
政
計
画
の
た
め
に
、
連
邦
及
び
州
に
共
通
の
効
力
を
有
す
る
予
算
法
の
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
た
こ

】∞∞∞

《
∞
の
回
二

ω・
5a》
、
以
下
、
目
。
己
と
略
す
)
が
定
め
ら
れ
、
連
邦
の
み
な
ら
ず
ラ
ン
ト
の
会
計
検
査
院
の
権
限
や
任
務
等
に
つ
い

て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
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説

七

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
六
九
年
の
予
算
法
改
革
に
お
い
て
は
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
活
動
の
憲
法
的
根
拠
や
、
会
計
検
査
の

106 

よ
る
べ
き
実
体
法
が
新
し
く
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
時
に
は
、
と
り
あ
え
ず
企
図
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
結
局
は
、
連
邦
会
計
検
査

院
法
宙
自
由
)
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
効
力
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
最
早
、
現
代
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
請

(
H
U
)
 

に
副
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
八
五
年
七
月
一

一
日
に
新
し
い
連
邦
会
計
検
査
院
法

3
3
3
5
2
含コ

00-4 -610) 

論

院
の
組
織
に
関
す
る
法
律
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

一
九
二
二
年
の
自
己
第
五
章
、
お
よ
び
一
九
五

O
年
の
連
邦
会
計
検
査

回ロロ
ι
2『
巾

nEZ口
同
与
え

5
5
ニ・』
z-
二
回
∞
印
《
切
の
∞
一
--ω

工
品
印
ア
以
下
、
新
回
目
告
の
と
略
す
)
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、

自
己
第
五
章
は
遂
に
廃
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
回
国
O
も
い
く
つ
か
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
新
回
目
出
向
。
の
重
要
な
改
正
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
第
一
に
、
回
目
N
Z
が
よ
り
立
法
府
へ
と
近
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
従
来
は
、
院
長
お
よ
び
副
院
長
は
連
邦
大
蔵

(
必
)

大
臣
の
副
書
に
よ
り
、
連
邦
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
さ
れ
た
新

E
N目
。
に
よ
り
、
な
る
ほ
ど
、
推
薦
権
は
連
邦
政

府
の
み
が
有
す
る
が
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
が
秘
密
の
選
挙
で
選
ぶ
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
、
そ
の
人
を
連
邦
大
統
領
が
任
命

(
H
H〉

す
る
と
さ
れ
た
(
五
条
一
項
)
。
こ
の
よ
う
に
、
立
法
府
の
関
与
権
も
認
め
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
回
宮
山
は
、
三
権
分
立
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で

は
、
政
府
と
立
法
府
と
の
中
間
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
層
明
白
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
事
前
内
部
検
査
機
関
の
長

(
F
2
2
ι
2
〈
口
『
宮

E
E凹
回
目
円
叩
=
叩
)
は
連
邦
会
計
検
査
院
の
同
意
の
下
で
任
命
お
よ
び
罷
免
さ
れ
る

と
さ
れ
る
(
回
目
。
一

O
O
条
五
項
)
な
ど
、
事
前
内
部
検
査
機
関
の
人
事
配
置
に
∞
宮
山
の
関
与
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
特
定
の
任

務
に
た
い
し
て
検
査
グ
ル
ー
プ

(
p
u
p
Z回国
2
3叩
)
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
(
新
切
宮
内
。
一

O
条
〉
な
ど
に
よ
っ
て
、
回
刃
Z
が
可

(
円
引
〉

能
な
限
り
弾
力
的
に
か
つ
効
果
的
に
検
査
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
組
織
的
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

第
三
に
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
構
成
員
の
範
囲
に
変
化
が
起
こ
っ
た
。
従
来
は
構
成
員
は
官
職
の
表
示
に
基
づ
い
て
、
院
長
、
副
院
長
、
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説論

た
と
え
ば
、
一
七
五

O
年
五
月
一
二
日
の
勅
令

Q
ロ
2
2
E
Zロ
)
や
、
一
七
六
八
年
五
月
三

O
日
の
勅
令
に
お
い
て
も
、
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
二
世
の
目
的
は
、
上
級
会
計
局
に
よ
っ
て
行
政
の
正
確
性
、
節
約
性
お
よ
び
経
済
性
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い

る
し
、
ま
た
、
一
七
九
八
年
二
月
一
九
日
の
勅
令
五
条
に
お
い
て
、
明
白
に
、
上
級
会
計
局
は
、
行
政
活
動
の
法
律
適
合
性
ば
か
り
で
な
く
、
合

目
的
性
や
節
約
性
も
検
査
で
き
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
〈
包
・

9
E
3・同
-
P
O
-
-
ω
-
N∞
ム

-
F

な
お
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、
一
八
二
四
年
一
二
月
一
八
日
制
定
の
「
上
級
会
計
局
職
務
章
程

Q
5
5』
互
ロ
ロ
『
ξ
ι
一冊

。
宮
司
巾
n
E
E阿
国

E
5
5
2
〈
D
E
g
-
U巾
N
m
g『
巾
二
∞
N品
〉
」
(
勅
令
)
に
よ
っ
て
、
明
文
を
も
っ
て
、
君
主
直
隷
と
政
府
に
対
す
る
独
立
性
が
規

定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
峰
・
前
掲
一
一
二
三
|
一
三
四
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
一
八
二
四
年
の
勅
令
の
中
に
も
、
そ
の
三
条
と
一

O

条
に
お
い
て
、
経
済
性
や
節
約
性
の
基
準
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勅
令
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
、
〈
同
一
-
。
2
3・回・目・
0
・・
ω・
8
R
一〉号一目

白

C
H
F
U目
的
巧
一
ユ
凹
nF民
主

n
y
r
m
E百
円

E
N
S
-
=
ι
R
U『『巾ロ己一
n
Zロ
〈
句
者
同
]
円
ロ
ロ
白
・

z
h
N印口』白
E
S
同州市
n
Z
E
異
名
2
2
=白・

5
2・
ω
-
N
O印

同町・・

NC回
一
お
よ
び
、
小
峰
・
前
掲
三
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
ジ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
一
人
二
四
年
の
勅
令
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
四
条
が
経
済
性
の
根

拠
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
勅
令
が
発
布
さ
れ
て
一
五

O
年
以
上
に
も
な
る
の
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
経
済
性
や
節
約
性
の
概
念
が
未

解
明
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
驚
き
で
あ
る
と
い
う
。
〈
伺
一

-ω
一開田・目・曲・

0
・・

ω・
怠
-

(
6
)

〈同一
-
ω
g
g
-
田・目・

0
・・

ω・品
-
-
F

(
7
)

〈回一・

ω
Z
H
F
回・目・

0
・・

ω・
2
N
一
の
『
巴
℃
司
・
曲
・
白
・

0
・・

ω・
晶
一
山
『
同
一
司
『
E
F
Z
Z一口・曲・同・

0
・・

ω・印{)ロ・

(
8
)

〈加]・

ω
Z
H
P
ω
・
2
N
一
小
峰
・
前
掲
=
二
九
頁
参
照
。

〈

9
〉
の
何
回
叩
ロ
・
ω白
ヨ
ヨ
一
Eロ回目
E『
ι可欠。口一∞一一
ny叩
ロ
可
『
叩
己
ロ
一
MnF叩ロ

ω
g丘町『
f
ω
-
N吋
∞
-
一
〈
伺
一
-
。
『
Eヨy
白・目・

0
・
ω・
品
目
『
『
・
一
苫
E
Z丘町一
=
-
P

回-
0•. 

ω・
印
品
ロ
・

(
叩
)
〈
加
一

ω芯
2
・同・白

0
・
ω
S
N
一
小
峰
・
前
掲
一
一
一
一
九
頁
参
照
。
な
お
、
ジ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
議
会
に
よ
る
予
算
高
権

S

E
目
2
Z
Z
X
)
藍

得
と
会
計
検
査
院
の
地
位
お
よ
び
機
能
と
は
無
関
係
で
は
な
い
と
い
う
。
〈
伺
一
白
白
血
山
・
白
・
凹
・

0
・・

ω・
5
・
こ
の
予
算
紛
争
に
関
す
る
文
献
は
、

ω
E
V
凹・目・

0
・
ω・
5
・
〉
ロ
ヨ
・
?
を
参
照
。
ま
た
、
杉
村
章
三
郎
・
財
政
法
〔
新
版
〕
(
一
九
八
二
年
〉
一

O
頁
以
下
も
併
せ
て
参
照
。

小
峰
・
前
掲
三
一
九
頁
参
照
。

5
5
8・
吋
・
呂
田
吋
・
回
Eロ仏
2
1
0
2
2
N
F
E
H円
ι
g
Z
D
E含
三
回
n
Zロ
回
E
E
ι
2・
ω---
但
し
引
用
は
、

ω門司『ロ・白・ロ・

0
・・

ω・
2
N
に
よ
る
・

〈回一
-
ω
z
s
-
同・目・

0
・・

ω・品
-ω
・

(
日
)
(ロ)
(
日
)

108 00-4 -612) 



西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

(
は
)

〈
伺
一
・
2
z
z
z
g
z
-
同
・
白
・

0
・
・
ω
・
2
・
な
お
、
小
峰
・
前
掲
=
二
九
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
初
め
て
会
計
検
査
院
(
F
n
Z
E
ロ
g
g
o
と
い
う

名
称
が
出
て
き
た
と
い
う
。

(
日
)
た
だ
、
帝
国
憲
法
七
二
条
に
よ
れ
ば
、
「
帝
国
す
べ
て
の
収
入
の
使
用
に
関
し
て
は
、
帝
国
宰
相
(
河
巴
岳
尖
E
N
一
巾
『
)
及
び
帝
国
議
会
(
河
巴
・

n
z
g
同
)
に
提
出
し
、
そ
の
責
任
解
除
を
受
く
へ
し
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
(
訳
文
は
、
小
峰
・
前
掲
=
二
九
頁
に
よ
る
)
。
な
お
、
当
時
の
状
況

に
つ
会
¥
〈
同
一
・
の
『
E
E
Y
回
・
目
・

0
・
・
ω
・
白
口
氏
・

(
凶
)
〈
ロ
ヨ
N

∞
-
-
0
・
-
∞
コ
(
列
。
回
一
-
ω
ω
主
)
・

(
げ
)
〈
伺
一
・
ω
Z
5
・
同
・
白

0
・・ω・合品・

(
凶
)
〈
伺
一
・
ω
芯
言
、
白
・
曲
・

0•. 

ω
・
品
ニ
『
・

(
凶
)
句
『
2
2
凹
n
y
巾
〈
巾
『
『
同
師
団
己
ロ
伺
〈
ロ
ヨ
ω
0
・
z
・
5
N
G
(同

M
B
E
回
一
M
n
y
巾
。
巾
日
巾
円
N
g
ヨ
ヨ
一
E
ロ
伺
・
ω
・
2
3
・

(
却
)
刃
包
口
}
回
目
『
同
C
M
F
白
一
円
凹
口
『
ιロ
E
コ
伺
〈
D
5
2
・
-
N
-
-
由
N
N
(
H
N
の
切
戸
国
ω
・
コ
)
・

(
幻
)
さ
し
あ
た
り
、
〈
回
一
-
P
E
3
・
同
・
同
・

0
・
・
ω
-
g
R
一
宮
E
F
F
Z
5
・
白
・
回
・

0
・
・
ω
・
コ
R
ま
た
、
小
峰
・
前
掲
一
一
一
一
一
一
頁
|
一
一
一
一
一
一
八
頁
参
照
。

(
辺
)
〈
同
一
・
2
2
p
p
回
・

0
・
・
ω
・
丘
町
一
但
し
、
小
峰
・
前
掲
(
三
三
五
頁
|
三
三
六
頁
)
に
よ
れ
ば
、
実
際
上
、
議
院
と
会
計
検
査
院
は
全
く
隔
絶

さ
れ
て
お
り
、
相
互
の
連
絡
交
渉
は
全
然
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
〈
加
一
-
g
巾
『
ロ
・
白
・
白
・

0
・
・
ω
土
日
・
ま
た
、
会
計
検
査
院
の
報
告
を
め
ぐ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
の
闘
い
は
一
九
世
紀
全
般
に
わ
た
っ
た

が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
〈
伺
一
ω
百
四
・
回
・
田

0
・・ω・

5
・

(M)

小
峰
・
前
掲
三
二
五
|
三
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
本
章
注
(
5
)
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
既
に
一
八
二
四
年
の
プ
ロ
イ

セ
ン
の
勅
令
で
、
節
約
性
や
経
済
性
の
基
準
が
明
文
を
も
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
小
峰
・
前
掲
一
一
一
一
一
六
頁
、
一
一
一
一
一
一
四
|

三
三
五
頁
参
照
。
な
お
き
付
言
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
一
九
二
一
年
の
予
算
会
計
法
一
一
一
一
一
一
条
一
項
に
お
い
て
、
財
務
監
理

長
官
3
Z
の
0
5
z
g
=
巾
『
。
g
m
E
)
が
合
衆
国
議
会
に
対
す
る
報
告
書
に
お
い
て
、
「
公
金
の
支
出
に
お
け
る
経
済
性
及
び
能
率
性
を
高
め
る

た
め
に
必
要
と
す
る
勧
告
を
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
小
峰
・
前
掲
三
三
五
頁
参
照
)
。

(
お
)
〈
同
一
・
2
2
P
同
・
同
・

0
・・ω・注目・

(
お
〉
〈
間
一
-
g
2
P
目
・
目
・

0
・・ω・注目・

(
幻
)
〈
白
?
の
2
3
・
白
ー
・
回
・

0
・
・
ω
忍
一
2
5
一
回
丹
市
一
口
柏
田
・
同
・

0
・
・
ω
-
S
R
な
お
、
保
坂
・
前
掲
一
一

O
頁
に
、
ナ
チ
ス
時
代
の
状
況
に
つ
い
で
要
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説論

約
し
て
あ
る
。

(
お
〉
以
下
、
の

2
3・世・田・
0
・
ω・
呂
町
・
を
参
照
し
た
。

(
却
)
甲
斐
・
前
掲
六
頁
参
照
。

(
初
)
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〈
同
一
穴
旦
巧
吉
『
口
口
F
u
g
開
口
♀

ι
g
H
N
a
n
z
z
n
Z
E加
各
口
常
的

5
ι
ι
ぽ
〈
叩
H
m
E
n
Z
叩一口町田

z
m
E『巾師一ロロ
m
r
o
O
〈
-
∞
∞
?
ω
ω
N∞
ロ
・
一
の
『
巴
司
U
・田・回・

0•• 

ω
・
∞
白
日
・
一
司
同
E
F
u
z
z
-
戸
田

0•. 

ω-u-
日『・

(
担
)
〈
∞
一
・

ω
同2
P
同・同・

0
・・

ω
・
2
∞
同
・
一
の
E
E】・目・白・

0
・
ω
∞
吋
ロ
-
一
司
同
EF一伯仲冊一口噂匝・白・

0
・・

ω--DN
日『・

(
幻
)
そ
の
制
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
〈
伺
一
・
日
U
E
Z
2
2
2・同・回・

0
・・

ω
-
-
E
『・

(
泊
)
〈
伺
?
の
『
己
司
H
Y
P

目・

0
・・

ω・∞吋『・

(
お
)
行
政
の
経
済
性
の
た
め
の
連
邦
委
託
官
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
甲
斐
・
前
掲
九
頁
、
保
坂
・
前
掲
一
二

O
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
話
「

ω
円
巾
『
ロ
・
同
・
回
・

0•• 

ω
・
kEN
一
司
日
ZF一印丹市一口・同・回・

0•. 

ω
-
-
C印
『
・
一
切
『
ロ
M
F
E
m
E
2・
Z
2
5
N
H
H
S
U
D
3
5田町
}
f
Z田口
ι
σ
E
n
y
ι
巾『

ヨ
ロ
田
口
Nro口同『口
=
p
-
∞∞
kf

〉
2
・
-
ニ

0
0
・
HNι
ロ『

-D{}
民
-
Eロ
ι
m∞
∞
切
出
0
・
mι
口『・-印
U

開
H41ロ
〉
ιロ一回目
MEznz-
∞
Eロ
ι叩凹}百戸』印}】同冒凹『司
nFR・

-∞∞
N・
間
∞
∞
回
2
0・

2
ミ
・
由
一

ω
語
-
回
・
白
・

0
・・

ω
・
品
口
氏
・
一
白
血
ロ
日

ω
n
E『2
・
当
2
r
0
2
5
=
5
H
E
2凹
何
日
日
2
2官
一
骨
二
-
】
∞
コ
・

ω
・
怠

日
『
・
な
お
、
小
峰
・
前
掲
三
三
五
頁
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
四
年
二
月
二
六
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
長
と
経
費
節
約
委
員
を
分
離
し
て

任
命
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
き
、
〈
加
一
・
司
E
Z
M
E
=・目・同・
0
・・
ω
・
呂
田
・
し
か
し
、
一
九
七
一
年
九
月
一
五
日
の
閣
議

決
定
で
、
再
び
院
長
が
こ
の
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
(
保
坂
・
前
掲
一
二

O
頁
参
照
)
。

(
お
)
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
〈
加

F
F庁舎一口
Z

民
同
ユ
〈
一
回
一
口
P

O
『
な
三
-
R
Y
叩
ヨ
ロ
即
日
三
『
円
凹
ny回口・

5
8・
ω・
主
∞
ロ
・

(
お
)
〈
伺
一
-
可
2
2
回目
ιE円
P
ω
円曲目
5
2
Z・
5
8・
ω
・
印
巴
同
・
ま
た
、
甲
斐
・
前
掲
九
頁
参
照
。
ま
た
、
経
費
節
約
委
員
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
小

峰
・
前
掲
三
二
六
|
三
二
七
頁
参
照
。
そ
の
活
動
に
つ
き
、
話
一
・
司
『
E
F
F
E
P
白・同・

0
・・

ω
・
2
ロ・

(
訂
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
掲
九
頁
参
照
。

(
お
)
甲
斐
・
前
掲
九
頁
参
照
。

(
却
)
予
算
法
改
革
に
関
す
る
議
会
の
動
向
に
つ
き
、
〈
加
一
-
∞
4
1
O
H
M
-
〈
¥
包
ち
ま
た
、
当
時
の
状
況
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
〈
由
一

-PEE-
回
-
P

0
 
•• 

ω
∞∞ロ・

こ
こ
で
、
議
会
の
外
在
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
と
、
行
政
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
と
い
っ
た
こ
つ
の
後
能
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
テ
ル

(
羽
)
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西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

ン
を
参
考
に
し
た
。
〈
同
一
・

ω門市『ロ・白白・
0
・・

ω・
白
色
・
ま
た
、
憲
法
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
は
、

ω丹市
3
・
回
・
同
-
0
・・

ω・

2
印
の
ほ
か
、
〈
同
一
・
、
H，
y
g
ι
2
7向田己ロ
N¥。
t
三
2
U
E一回
¥moヨ
田
ロ
ヱ
巾
円
N口同
¥mEH》巾ユ

ωnzo一N-
。『己口円山師巾凹巾門
N-
〉
ユ
・
ニ
九
日
の
の
・
河
内
山
口
『
・

コ
一
回

E
ロロ

ω円
Y
5一含・∞一色
Z
B
E
¥日り『白コ
N
E
o
s
-
同
ハ
ロ
ヨ
ヨ
mw

口丹田『

N
E
5
。
E
コ
ι白
2
2
N
E『
ι』
何
回
Eロ
ι
2『OH》戸』『一一
r
o巾三回
n
Z田口《「品・

〉三一---也叶
4
.

・
〉
ユ
・
ご
品
。
。
・
同
州
門
凶
コ
『
・
】
由
一

ω夜
間
・
同
-
回
・

0
・・

ω--
∞
一
。
『
巴
司
円
y

田・同
-
0
・
ω
・∞
P
-
コ・

ま
た
、
予
算
に
適
合
し
た
財
政
運
営
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
会
計
検
査
院
の
固
有
の
憲
法
的
主
要
機
能
と
し
て
位
置
づ
け
る
記
述
は
、
す
で
に

一
八
八
六
年
の
シ
ュ
ル
ツ
ェ
の
『
ド
イ
ツ
国
法
学
教
科
書
』
に
見
ら
れ
た
(
〈
回
一
・

2
R
P
同・同・

0
・・

ω・
2
3
。

な
お
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
を
議
会
へ
も
直
接
提
出
す
る
制
度
は
、
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ン
ト
で
も
採
り
入
れ
ら
れ
た

が
、
た
だ
一
つ
ヘ
ッ
セ
ン
州
だ
け
が
、
従
来
通
り
、
政
府
を
経
由
し
て
議
会
へ
報
告
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ヘ
ッ

セ
ン
州
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
一
九
八
六
年
六
月
一
八
日
の
新
し
い
会
計
検
査
院
法
の
成
立
な
ら
び
に
予
算
法
の
改
正
(
九
七
条

一
項
)
に
よ
り
、
遂
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
も
、
連
邦
な
ら
び
に
他
の
ラ
ン
ト
の
制
度
に
追
随
す
る
形
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
制

度
改
革
に
は
、
シ
ュ
バ
イ
ヤ
ー
大
学
教
授
、
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム
の
主
張
が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ル
ニ
ム
が
展
開
す
る
理
論

に
関
し
て
、
〈
加
一
・
出
国
5
Z
R『
巾
ユ
〈
ロ
ロ
〉
『
ロ
一
ヨ
・
〈
巾
『
『
回
目
的
巴
ロ
師
団
『
『
印
加
巾
ロ

ι
2
ヨ
ロ
田
口
N
W
0
2
8
F
5
Z巾曲目
2
・
0
0
〈】∞∞∞・

ω・白
N
E『
ま
た
、

村
上
武
則
「
我
が
国
の
会
計
検
査
院
の
法
的
諸
問
題
」
広
島
法
学
一

O
巻
三
号
一
二
三
頁
以
下
は
、
こ
の
ア
ル
ニ
ム
の
理
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、

日
本
国
憲
法
の
下
で
、
検
査
報
告
を
議
会
へ
直
接
送
付
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
論
じ
た
。
併
せ
て
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

(HU)

〈
四
戸
田
叶
lug--D¥ωωNωω
・
】
・
さ
ら
に
、
〈
白
戸
田
吋
lUz--O¥N∞
N由一一回、
H，
l
o
a
-
-
C
¥
ω
N
2・

(
必
〉
新
回
目
出
向
。
に
つ
い
て
は
、
回
、
叶
1
U
z
-
-
c
b
ω
N
U
ω
・
-
F
U
H
u
a
R
回
n
r
g
g
o
B
¥開
吉
田
同
国
2
2・

0
白山口
2
叩
回
己
ロ
ι何回『巾
nFロ
ロ
ロ
白
与
え
・

同巾凹巾門
N
-
U
O
〈
】
∞
∞
印
、

ω・∞坦吋『『・一日り
E
D
H
-ハ万一口(同『目白・)・白・同
-
0・・

ω・
ω
印0
・

(
必
)
河
甲
山
O

二
九
条
三
項
参
照
。

(
M
H

〉
連
邦
会
計
検
査
院
の
院
長
、
副
院
長
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お
い
て
も
、
改
革
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
〈
包
・
国
・

2
・

〈
ロ
ロ
〉
H
E
5・
。
巾
ヨ
巾
一
D
2
0
E
Cロ
ι
の
2
3
2一三
2
2
8
p
gコ・

ω・
ω∞
N・
こ
の
改
正
さ
れ
た
新
選
任
方
式
の
い
き
さ
つ
や
意
義
に
つ
い
て
は
、

〈
包
・
回
、
円
loa--O¥包
包

ω--
ロ
-
一
回
円
r
g
F
O
D
B
¥
Z
E
R
同・同・

0
・wω
・
∞
ミ
ロ
な
お
、
政
府
の
法
律
草
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の
選
任
方
法

を
定
め
る
五
条
の
み
が
訂
正
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
秘
密
選
挙
」
は
、
政
府
草
案
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
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説

(
M
W
)
 

(
M
W
〉

〈
加
一
・
回
吋
!
ロ
ロ
・

-C¥ωωNωω--0・

事
前
内
部
検
査
機
関
に
つ
い
て
は
、

Z
E
R
¥
U
0
5
5
R
E
L
-
阻・
0
・・〉ユ
-
-
Z
の
0
・同
Z
2・
怠
ロ
ロ
ι
由
】
呂
田
Z
O
-
-山
門
日
ロ
『
-
-
口
一

E
E
n
y
p

同・

0
・・
m
-
g
回国
0
・
閉
在
日
・
】
同
町
・
一
盟
国
・
白
・
同
・

0
・・
ω
-
S
R
一
甲
斐
・
前
掲
八
頁
以
下
、
同
「
内
部
監
査
と
外
部
監
査
(
一

)
1
(九
ど
会
計

と
監
査
(
五
九
・
七

1
六
0
・
一
ニ
)
、
西
ド
イ
ツ
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
(
二
)
二
二
頁
以
下
、
保
坂
・
前
掲
一
一
八
頁
以
下
を
参
照
。

(
円
む
連
邦
会
計
検
査
院
を
弾
力
的
か
つ
効
果
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
立
法
目
的
で
あ
っ
た
。
〈
加
一
・
回
、
?
u
a
-

-O¥ωωNωω
・
一
こ
の
目
的
は
、
す
で
に
二
九
八
四
年
六
月
六
日
の
連
邦
議
会
決
議
勧
告
の
中
に
見
ら
れ
る
。
〈
間
一
-
回
、
叶
1
0
3・
-
c
h
g
N
ω
-
N・

(
必
)
〈
加
一
・
回
叶
1ua-D¥ωωNω
・
ω-kr---

(
m
叩
)
〈
同
一
回
、
吋
1oa--cbωNU-ω
・
∞
一
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
業
務
規
則
で
は
覆
わ
れ
ず
、
し
か
し
検
査
秩
序
に
関
わ
る
よ
う
な
手
続
な
ど
に
閉
す

る
規
律
で
あ
る
。
〈
加
戸
田
寸
log--cbωNω
・
ω
・
ニ
-

〈加戸別一nr叩
D
F
D
ロ
ヨ
¥
同
町
巴
巾
?
同
・
回
-
0
・・

ω・由也∞・

〈加一-巴nr叩ロ『
D
D
B
¥
回目
E

巾『・同-回・

0
・・
ω
・
∞
∞
∞
・
回
叶
白
'uz--D¥ωωNω
・
ω
・国-

論

(
印
〉
(
日
)

連
邦
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位

第
二
章
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に

プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
、
独
自
の
検
査
機
関
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

一
七
一
四
年
に

か
も
行
政
か
ら
独
立
し
、
合
議
制
を
と
る
検
査
機
関
と
し
て
、
総
合
会
計
局
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
既
に
二
七

O
年
以
上
も
経
過
し
た
。

そ
の
聞
に
何
度
と
な
く
い
わ
ゆ
る
会
計
検
査
機
関
の
組
織
や
任
務
に
関
す
る
法
も
変
遷
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
常
に
議
論
さ
れ
関

心
を
持
た
れ
て
き
た
の
は
、
会
計
検
査
機
関
の
法
的
地
位
の
問
題
、
と
り
わ
け
、
三
権
分
立
制
度
の
中
で
の
位
置
づ
け
の
問
題
、
あ
る
い

は
特
に
立
法
府
と
執
行
府
と
の
関
係
に
お
い
て
、
会
計
検
査
機
関
を
、
ど
ち
ら
の
権
力
の
側
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

ま
ず
、
現
行
実
定
法
制
の
下
で
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
三
権
分
立
制
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
一
体
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

べ
き
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

112 00-4 -616) 
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さ
ら
に
、

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
憲
法
裁
判
所
の
制
度
が
存
在
し
、

い
わ
ゆ
る
機
関
争
訟
を
提
起
で
き
る
よ
う
な
憲
法
機
関
性
を
、

連
邦
会
計
検
査
院
が
有
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
連
邦
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位
が
論
議

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

西
ド
イ
ツ
は
、
そ
の
特
殊
な
事
情
に
よ
り
成
文
法
と
し
て
の
形
式
的
な
憲
法
典
を
持
た
ず
、
法
律
と
い
う
形

で
の
実
質
的
な
憲
法
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
前
述
の
憲
法
争
訟
に
い
う
と
こ
ろ
の
憲
法
機
関
性
と
は
密
接
に
関
連
し

い
わ
ば
通
常
の
音
お
で
、
会
計
検
査
院
が
実
質
的
に
憲
法
上
の
機
関
と
い
え
る
か
ど
う
か
も
議
論
さ

て
い
る
が
少
し
異
な
っ
た
意
味
で
、

れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
が
名
誉
・
信
用
な
ど
個
人
的
な
権
利
・
利
益
を
侵
さ
れ
る

場
合
も
出
て
く
る
。
そ
の
可
能
性
は
、
会
計
検
査
院
の
任
務
範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
増
大
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

際
、
は
た
し
て
、
当
該
個
人
は
、
行
政
裁
判
所
法
に
基
づ
い
て
会
計
検
査
院
を
相
手
ど
り
、
行
政
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
考
え
て
よ
い
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
の
限
り
で
、
会
計
検
査
院
に
被
告
適
格
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
訴
訟
法
上
の
法
的
地
位
の

ハ
4
U

問
題
が
議
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
別
の
角
度
か
ら
、

そ
も
そ
も
、
行
政
手
続
法
を
会
計
検
査
院
の
検
査
活
動
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
。以

上
、
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
の
角
度
か
ら
問
題
点
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

九
/i、

五
年
に
新
会
計
検
査
院
法
(
回
河
目
。
)
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
右
の
問
題
に
た
い
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
与
え
ら
れ
た
の
か
は
非

常
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
、
改
正
法
を
軸
に
し
な
が
ら
、
前
述
の
諸
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

権
力
分
立
制
と
の
関
係

周
知
の
よ
う
に
基
本
法
二

O
条
二
項
お
よ
び
三
項
は
、
国
家
権
力
を
立
法
権
、
執
行
権
お
よ
び
司
法
権
の
三
つ
に
分
け
て
い
る
。
と
こ

00-4 -617) 113 



説

一
見
す
る
と
こ
れ
ら
の
三
つ
の
権
力
の
作
用
の
要
素
を
一
応
す
べ
て
有
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
す
な

ろ
で
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
、

害
わ
ち
、
官
庁
(
回
巾
ま
三
叩
〉
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
(
新
回
宮
内
の
一
条
)
こ
と
か
ら
す
る
と
執
行
権
の
、
合
議
制
あ
る
い
は
裁
判
官
的
独
立
性

論

を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
司
法
権
の
、
議
会
が
行
う
政
府
に
対
す
る
免
責
の
た
め
の
作
用
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
立
法

権
の
と
い
う
ふ
う
に
、
三
つ
の
権
力
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
こ
と
を
見
た
だ
け
で
も
、
会
計

検
査
院
を
ど
の
権
力
に
帰
属
さ
せ
る
か
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
し
、
事
実
、
学
説
も
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
対
立
す
る
学

説
を
分
類
整
理
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
立
法
府
に
帰
属
さ
せ
る
説
が
あ
刻
。
こ
の
説
は
、
要
す
る
に
、
議
会
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
会
計
検
査
院
が
議

会
を
援
助
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
基
づ
い
て
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

(7) 

一
九
六
九
年
の
基
本
法
一
一
四
条
の
改
正
に
よ
っ

て
、
検
査
報
告
は
「
直
接
に
」
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
説
は
一
層
強
め
ら
れ
た
よ
う

な
感
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
執
行
府
に
帰
属
さ
せ
る
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
、
会
計
検
査
院
が
法
律
上
、
官
庁

(
F
F
o
a
m
)

と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
実
質
的
意
味
に
お
け
る
行
政
の
定
義
の
さ
い
に
用
い
ら
れ
る
消
極
説
に
基
づ
き
、
会
計
検
査
院
を
執
行

府
に
帰
属
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

(ィ)(ゥ)

司
法
府
に
帰
属
さ
せ
る
説
も
あ
る
。
こ
の
説
は
、
会
計
検
査
院
の
活
動
は
実
質
的
に
み
る
と
判
決
に
近
い
と
考
え
る
の
で

し
か
も
会
計
検
査
院
に
は
裁
判
官
的
独
立
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
に
裁
判
所
類
似
の
も
の
と
み
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

あ
る
。

さ
ら
に
、
第
四
権
説
と
い
わ
れ
る
説
も
あ
り
、
こ
の
説
は
、
会
計
検
査
院
は
三
権
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

〈

U
)

あ
る
い
は
、
三
つ
の
権
力
の
聞
に
立
つ
も
の
と
捉
え
る
間
隙
説
も
あ
る
。

(ェ)(ォ)

一
九
六
九
年
の
予
算
法
改
革
で
、
検
査
報
告
が
「
直
接
」
に
議
会
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
態
を
考
躍
し

さ
ら
に
ま
た
、

114 00-4 -618) 



て
、
会
計
検
査
院
を
、
執
行
府
と
立
法
府
の
補
助
機
関
(
白
書
口
『
阿
国
ロ
)
と
み
る
説
も
あ
っ
た
。

(ヵ)

な
お
、
会
計
検
査
院
は
決
し
て
権
力
を
行
使
す
る
機
関
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ま
た
指
揮
命

三
権
の
何
れ
に
も
属
さ
せ
ず
、

令
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
帥
説
の
よ
う
に
補
助
機
関
と
も
み
な
い
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
独
自
の
憲
法
上
の
制
度
と
み
な

(
M山
)

す
説
も
あ
る
。
こ
の
説
は
、
要
す
る
に
、
三
権
分
立
と
の
関
係
で
は
、
会
計
検
査
院
は
、
そ
れ
自
身
は
何
れ
の
権
力
に
も
属
さ
な
い
で
、

し
か
し
、
権
力
分
立
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
権
力
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
(
抑
制
と
均
衡
〉
の
た
め
に
行
動
す
る
も
の
と
捉
え

(
げ
)

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
会
計
検
査
院
を
権
力
分
立
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
様
々
の
学

説
が
存
在
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
何
よ
り
も

一
九
八
五
年
の
新
国
自
由
の
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

そ
れ
は
、
会
計
検
査
院
を
、
立
法
府
と
執
行
府
の
両
方
の
権
力
の
た
め
に
活
動
す
る
独
立
の
組
織
と
捉
え
、

し
か
も
、
立
法
府
と
執
行
府
の
中
間
に
存
在
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
法
者
の
意
思
は
、
通
説
に
従
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、

で
立
法
者
の
意
図
を
み
る
と
、

い
わ
ば
、
先
に
紹
介
し
た
、
付
説
の
い
わ
ゆ
る
間
隙
説
、
あ
る
い
は
、
執
行
府
と
立
法
府
の
補
助
機
関
そ
の
も
の
と
は
見
な

、寺、、
L
，刀

双
方
の
た
め
に
活
動
す
る
と
い
う
限
り
で
は
帥
説
に
も
接
近
し
、
さ
ら
に
、
何
れ
の
権
力
に
も
属
さ
ず
、
権
力
分
立
制
の
た
め
に

活
動
す
る
と
い
う
点
で
は
、
例
説
に
も
近
い
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
機
関
性

さ
て
、
前
説
で
検
討
し
た
会
計
検
査
院
の
権
力
分
立
性
の
中
で
の
位
置
づ
け
の
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
起
こ
る
問
題
に
、
会
計
検
査

院
が
憲
法
機
関
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
例
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
す
る
訴
権
を
有
す
る
憲
法
機
関
か
ど

う
か
、
と
い
う
問
題
と
、
似
通
常
の
用
語
に
い
う
と
こ
ろ
の
憲
法
機
関
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
二
つ
が
存
在
す
る
。

ま
ず
、
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
基
本
法
九
三
条
一
項
一
号
に
よ
れ
ば
、
連
邦
最
高
機
関

(
D
Z
a
z
E
E
3
2宮
口
巾
)
は
連
邦
憲
法
裁
判
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説

所
に
機
関
争
訟
を
提
起
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
連
邦
最
高
機
関
と
は
憲
法
機
関
の
み
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
会
計
検
査
院
が
機
闘
争
訟
を
提
起
す
る
際
に
、

そ
の
意
味
で
の
連
邦
最
高
機
関
と
し
て
の
憲
法
機
関
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

論

い
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
会
計
検
査
院
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
憲
法
機

(幻〉

関
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
連
邦
最
高
機
関
と
し
て
は
、
機
関
争
訟
を
提
起
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
た
い
し
て
は
、
基
本
法
九
三
条
一
項
一
号
に
よ
れ
ば
、
機
関
争
訟
は
、
連
邦
最
高
機
関
の
み
な
ら
ず
、
基
本
法

の
中
で
固
有
の
権
利
を
有
し
て
い
る
「
他
の
関
係
機
関
公

E
2
R
F
E
-
-回
目
白
)
」
も
機
関
争
訟
を
提
起
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
会
計
検
査
院
は
何
も
連
邦
最
高
機
関
と
し
て
の
憲
法
機
関
と
な
ら
な
く
と
も
、

た
と
え
ば
基
本
法
一
一
四
条
二
項
に
よ
り
、
検
査
お

よ
び
報
告
の
任
務
が
権
能
と
し
て
与
え
ら
れ
た
「
他
の
関
係
機
関
」
と
さ
れ
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
会
計
検
査
院
は
、
必
ず
し
も
こ
こ
で
捉
え
ら
れ
る
意
味
で
の
連
邦
最
高
機
関
と
し
て
の
憲
法
機
関
に
な
ら
な
く
て
も
構
わ
な
い
で
あ

ろ
う
。

か
り
に
も
し
、
会
計
検
査
院
が
直
接
の
連
邦
行
政
の
中
で
検
査
を
行
お
う
と
す
る
際
に
、
そ
れ
が
被

検
査
官
庁
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
機
関
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
説
が
次
第
に
増
え

〔
お
)

て
き
て
い
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
と
、

次
に
、
仰
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
会
計
検
査
院
が
通
常
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
機
関
か
ど

さ
ら
に
問
題
と
さ
れ
る
。
通
常
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
機
関
と
は
す
な
わ
ち
憲
法
学
上
い
わ
ゆ
る
実
質
的
な
意
味
に
お
け
る
窓

う
か
が
、

法
機
関
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
質
的
な
意
味
に
お
け
る
憲
法
機
関
と
は
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
最
高

の
国
家
機
関
で
、
固
有
の
権
能
が
与
え
ら
れ
、
お
よ
び
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
国
家
を
形
成
し
、
か
っ
、
そ
の
統
一
性
を
保
障
す
る

よ
う
な
国
家
機
関
を
い
う
。
一
口
に
言
え
ば
、
政
治
的
形
成
の
た
め
に
最
高
の
国
家
レ
ベ
ル
に
存
す
る
機
関
が
憲
法
機
関
な
の
で
あ
る
。
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は
た
し
て
、
こ
の
意
味
で
の
憲
法
機
関
に
会
計
検
査
院
が
該
当
す
る
か
と
い
う
と
、
答
は
否
と
さ
れ
て
き
た
。
何
故
な
ら
会
計
検
査
院
は
、

国
家
間
導
的
な
決
定
を
す
る
の
で
は
な
く
、
単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
だ
け
、
す
な
わ
ち
、
他
の
最
高
の
国
家
機
関
の
た
め
に
検
査
し

た
り
報
告
す
る
機
関
で
、
強
制
力
も
な
い
も
の
で
あ
る
。

(幻〕

欠
く
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
会
計
検
査
院
は
憲
法
機
関
性
の
た
め
に
必
要
な
本
質
的
な
属
性
を

四

行
政
訴
訟
上
の
地
位

)
 
1
 
(
 
と
こ
ろ
で
、
稀
な
例
と
し
て
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
に
よ
っ
て
、

た
と
え
ば
第
三
者
が
違
法
に
名
誉
な
り
信
用
等
の
個
人
的

な
利
益
を
侵
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
当
該
第
三
者
に
、

い
か
な
る
法
的
救
済
手
段
が
与
え
ら
れ
る
か

が
問
題
と
な
る
。

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

ま
ず
、
こ
れ
に
た
い
し
て
行
政
訴
訟
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
一
般
的
な
問
題
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
行
政
訴
訟
は
、
西
ド
イ

ツ
の
行
政
裁
判
所
法
四

O
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
非
憲
法
的
な
公
法
上
の
争
い
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
行
政
訴
訟
の
う
ち
、
公
権
力
の
行
使
を
争
う
取
消
訴
訟
や
義
務
づ
け
訴
訟
は
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
が
そ
の
性
質
上
非

権
力
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
普
通
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
非
権
力
的
な
行
為
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
給
付
訴
訟

(Fgzz兵
一
向
田
巾
)
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
給
付
訴
訟
の
形
式
を
使
っ
て
、
行
政
裁
判
所
へ
、
会
計
検

〈お〉

査
院
の
行
っ
た
検
査
報
告
の
撤
回
を
求
め
て
出
訴
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
会
計
検
査
院
を
相
手
ど
っ
て
給
付
訴
訟
で
争
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
会
計

検
査
院
の
行
う
作
用
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
適
用
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
行
政
手
続
法
の
適
用

を
認
め
よ
う
と
す
る
理
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

一
九
八
五
年
の
新
会
計
検
査
院
法
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
の
任
務
の
遂

行
に
お
い
て
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
全
体
で
は
な
く
、
そ
の
二

O
条
五
項
の
み
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
(
一
七
条
二
項
)
、
あ
る
い
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説

は
、
立
法
趣
旨
と
し
て
、
会
計
検
査
院
の
本
来
の
任
務
以
外
の
、
自
己
の
行
政
的
管
理
に
つ
い
て
の
み
通
常
の
官
庁
と
解
さ
れ
た
の
で
、

行
政
訴
訟
手
段
で
も
っ
て
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
を
訂
正
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

論

け
れ
ど
も
、
行
政
手
続
法
の
中
の
根
本
原
則
を
尊
重
し
て
、
検
査
報
告
に
よ
っ
て
法
的
利
益
を
制
限
さ
れ
る
第
三
者
に
も
聴
聞
を
受
け

る
権
利

(
R
n
y
E
n
y
g
P
5吋
)
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
解
し
、
も
し
当
該
第
三
者
に
聴
聞
す
る
こ
と
な
く
検
査
報
告
が
な
さ
れ
て
そ
の

者
が
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
道
は
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
検
査
を
受
け
る

直
接
の
該
当
者
に
は
、
会
計
検
査
の
も
つ
本
来
的
な
性
質
や
機
能
を
考
慮
し
て
、
原
則
的
に
は
、
予
め
の
聴
聞
を
受
け
る
権
利
は
保
障
さ

れ
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
、
聴
聞
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

え
よ
う
。

(2) 

な
お
、
会
計
検
査
院
の
検
査
権
限
の
行
使
決
定
あ
る
い
は
そ
の
通
知
を
行
政
行
為
と
解
し
、
そ
れ
を
当
事
者
が
取
消
訴
訟
で
争
え

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
通
説
は
、
検
査
は
外
部
的
効
果
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
否
定
的
に
捉
え
て

い
る
し
、
今
度
の
新
会
計
検
査
院
法
一
条
や
一
七
条
二
項
に
よ
っ
て
も
、
会
計
検
査
院
は
官
庁
で
は
な
い
と
さ
れ
、

し
か
も
原
則
的
に
連

邦
行
政
手
続
法
が
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
の
で
、
否
定
的
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
出
〉

肯
定
説
の
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
、
行
政
行
為
を
目
的
的
に
構
成
す
る
立
場
か
ら

(
1
)

我
が
国
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
、
甲
斐
素
直
「
国
民
主
権
原
理
と
会
計
検
査
院
の
憲
法
上
の
地
位
(
上
〉
(
下
〉
」
自

治
研
究
六
一
巻
一
一
号
七
七
頁
以
下
、
同
一
二
号
五

O
頁
以
下
、
同
「
会
計
検
査
院
の
地
位
と
権
限
」
地
方
財
務
三
四
四
号
五
八
頁
以
下
参
照
.

(
2
〉
通
常
の
意
味
で
の
憲
法
機
関
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
〈
同
一
・

5
2凹
ω丹
市

3
・日
S
5
2
Z
E
-
-
-
・
5
8
・
ω
・
8
0
『・

〈

3
〉
こ
の
問
題
を
初
め
て
明
確
に
取
扱
っ
た
文
献
と
し
て
、

ω
5
2
5
叶

5
5
8ロ・
0
5
ω
g己
目
巾
n
Z一一n
Z
虫
色

E伺
ι
2
司吉田口
N
r
o
三
三
一
白
骨
日

回巴ロ
ι巾p
-
∞云・

ω
-
N品印日戸山内山一冊目・・河内
n
z
m
日n
y
E
R
宮
口
『
一
冊
ヨ
-
ヨ
回
同
『
巾
一
n
z
u『『巾三一
-
n
Y
2
Hり一口同口
N
r
ロロロ三一巾・

U
O〈】由吋印・
ω
・念日『『・一

出回口帥

ωny目『巾
?
N
E
5
ω
n
y
E
R
Uュ=巾同『町一円山
2
m
m
n
yロ
Eロ回目白】『己『
Eコ同
Eロ
ιι
巾『回目立
n
z
z
a
Z
2
Eロ回
ιRHNmnE
ロ
E=
回目
Fur-
明何回【凹
n
7
1
2
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立
『
巧
=
一
一
。
巾
百
巾
『
・
】
∞
2
.
ω
・
由
自
己
・
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
近
の
も
の
と
し
て
、
巧
o
一
釘
吉
田
ω
一
自
己
芯
虫
色
一
E
口
同
ι
2
m
R
E
C
ロ
岡
田
ま
な

一
ヨ
吉
一
一
宏
n
y
g
ω
ヨ
円
巾
ヨ
ι
2
回
E
ロ
品
巾
凹
『
巾
司
E
E
r
U
2
2
口
F
E
E
-
-
∞
∞
ω
・
ω
・
忠
良
・
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
は
、
実
際
に
訴
訟
で
争
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
判
決
な
ら
び
に
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
章
注
〈
お
)
を
参
照
。

(
4
)

こ
の
種
の
争
い
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
ゲ
ル
グ
・
ハ
ベ
ル
カ
テ
『
会
計
検
査
に
お
け
る
主
観
的
公
権
の
保
護
』
の
紹
介
」
広

島
法
学
九
巻
二
号
七
五
頁
以
下
(
特
に
八
五
頁
以
下
〉
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
因
み
に
ハ
ベ
ル
カ
テ
は
、
「
憲
法
上
の
争
い
」
か
ど
う
か
の
区
別
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
「
訴
訟
物
が
、
憲
法
機
関
ま
た
は
憲
法
生
活
に
関
わ
る
機
関
の
、
機
関
上
の
権
利
及
び
義
務
に
互
い
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ど

う
か
」
に
求
め
る
(
の
口
良
司
同
〈
巾
『
E
F
U
2
ω
円
F
E
N
凹
己
『
百
安
定
R
r
三
一
一
n
F
2
河
o
n
y
g
E
ι
2
m
o
n
y
ロ
ロ
ロ
加
弓
志
向
E
口
加
・
〉
む
河
】
白
叶
・
∞
g
p

z
s
-
ω
・
包
由
民
・
・
8
3
が
、
他
方
、
訴
訟
当
事
者
を
憲
法
機
関
ま
た
は
憲
法
生
活
に
関
わ
る
法
主
体
に
限
り
、
こ
こ
に
い
う
第
三
者
は
、
こ
れ

ら
に
合
ま
れ
な
い
と
し
て
、
憲
法
争
訟
性
を
否
定
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
〈
加
一
-
∞
〈
巾
2
0
開
ω
?
ω
-
N
-
∞
四
円
、
N
N
∞
・
な
お
、
行
政
裁
判
所
法
四

O
条
一
項
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
〈
加
一
・
3
E
吉
田
口
ι
0
・
穴
0
3
¥〈
巾
『
若
田
-
E
目
白
師
向
巾
ユ
口
Z
g
E
E
口
同
吋
・
〉
三
一
・
・
5
8
.

(
5
〉
こ
の
点
は
ほ
と
ん
ど
の
説
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
さ
し
あ
た
り
〈
同
一
-
g
o
g
-
曲
・
同
・
0
・
・
ω
・
主
吋
一
回
目
5
ω
n
z
r
ア
ロ
ぽ

F
n
F
E
Z
弓
2
2
2
同
ι
叩
門
的
口
問
g
g
E
g
の
与
巾
一
ヨ
『
S
F
一
口
一
司
2
2
n
y
コ
『
こ
E
『
巧
巾
3
2
巧
巾
『
巾
円
、
ω
2
0
F
一
巧
同
一
丹
市
『
穴
B
F
U
-
巾

『
巾
n
y
円
一
一
円
}
話
ω
z
=
z
口
問
ι
巾
『
河
巾
n
y
ロ
己
口
回
目
F
U
同
市
巴
ロ
仏
門
凶
巾
『
〈
口
『
『
巾
『
】
白
ロ
ι
巾
的
問
九
日
ロ
〉
『
凹
・
-
〈
君
。
O
N
E
同
E
ロ
回
押
印
ロ
ι
巾
『
〈
巾
円
四
曲
目
印
E
口
回
目
吋
巾
n
r
H
一
一
n
y
巾
口

2
5
一
己
伺
}
内
町
一
デ
〈
2
2
〉
『
n
F
-
∞
∞
0
・
ω
・
コ
『
『
・
・
∞
N
・

(
6
)

文
献
に
つ
い
て
は
、
〈
包
・
ω
Z
3
・
曲
目
・
0
・
ω
・
立
戸
〉
ロ
ヨ
-
∞
ω
一
こ
の
中
に
は
、
会
計
検
査
院
を
、
立
法
府
の
「
作
用
上
の
機
関

Q
5
1

r
z
o
口
巾
=
2
0
『
加
白
ロ
)
」
と
し
た
り
(
〈
同
一
-
Z
-
巧
巴
n
y
B
S
F
U
5
虫
色
一
E
m
ι
2
m
R
F
E
ロ
加
日
F
U
F
一
5
2
哲
三
g

g
号
n
F
g
〉
三
宮
z
ι
2

盟
国
田
区
間
巾
耳
目
一
?
ロ
〈
回
一
・
5
目
、
ω
・
三
日

R
・
2
白
・
)
、
議
会
の
補
助
機
関
(
E
5
2
怒
る
と
す
る
説
も
あ
る
(
z
a
E
E
Y
「
2
包
括
-
U
2

5
5
5
芯
ユ
丘
町
『
巴
叩
刃
E
S
Z
ι
2
ω
g巳
2
2
4
〈
回
]
苫
口
同
・
。
〈
回
一
・
5
2
.
ω
・
]
口
問
『
・
一
開
『
巾
岳
民
ι
玄
巾
口
N
巾
一
.
玄
一
円
加
一
日
ι
2
ι
叩
印

刷

N
R
E
ロ
ロ
ロ
師
団
『
o
r
目
1
4
1
回
g
E
z
a
2
河
庁
宮
内
同
Y
U
〈
回
一
-
-
∞
g
-
ω
・
白
吋
『
h
・
a
・
-

(
7
〉
わ
が
国
に
お
い
て
も
手
島
孝
教
授
が
、
財
政
議
会
主
義
貫
徹
の
立
場
か
ら
、
会
計
検
査
院
の
議
会
機
関
化
を
現
行
憲
法
の
下
で
達
成
す
る
こ
と

を
提
唱
さ
れ
る
。
手
島
孝
・
行
政
国
家
の
法
理
(
一
九
七
八
年
)
四
一
頁
以
下
参
照
。
ま
た
同
じ
く
吉
田
善
明
教
授
も
、
会
計
検
査
院
を
国
会
の

付
属
機
関
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
参
照
、
吉
田
善
明
「
議
会
に
よ
る
財
政
統
制
」
公
法
研

究
三
六
号
五
九
頁
。
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説論

こ
れ
に
対
し
て
、
会
計
検
査
院
の
国
会
従
属
性
を
否
定
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
素
直
「
国
民
主
権
原
理
と
会
計
検
査
院
の
憲
法
上
の

地
位
(
下
)
」
自
治
研
究
六
一
巻
一
二
号
五

O
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
甲
斐
氏
は
、
我
が
国
会
計
検
査
院
の
国
会
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
、
ま

ず
会
計
検
査
活
動
を
「
調
査
」
及
び
「
評
価
」
に
二
分
し
た
上
で
、
「
調
査
」
権
限
で
は
独
立
機
関
で
あ
る
が
、
「
評
価
」
権
限
で
は
国
会
の
補
助

機
関
(
臣
官
ミ
岡
田
口
)
で
も
あ
る
と
す
る
(
甲
斐
・
前
掲
五
六
頁
)
。
ま
た
、
国
会
の
持
つ
国
政
調
査
権
と
会
計
検
査
院
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
同

五
六
頁
以
下
参
照
。

(
8
)

そ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、

ω丹市『
P
同・目・

0
・・

ω・
品
注
目
・
・
〉
ロ
5
・
5
吋
に
詳
し
い
。

(
9
)

新
∞
河
江
の
一
条
。

(
叩
)
〈
∞
一
-
呂
田
口
印
。
E
E
Y
U一叩

ω
丹市
=E
口問

ι
2
m巾
nyロロロ
m
m
F
U
F
E
ι
2
切ロロ
ι町田『
2uE『一一}山口町三日
n
Z白ロ
ι・】∞吋
UYω
・
-
g
ロ・

(
日
)
そ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、

2
2
P
同・回・

0
・
ω
念
日
〉
ロ
ヨ

-
-
S
に
詳
し
い
。

(
ロ
)
構
成
員
(
玄
一
円
同
一
一
四
倍
『
)
の
裁
判
官
的
独
立
性
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〈
加
「
何
百
回
目

2
2叩『
¥
Z
2
5
田
口
ロ
ロ
ロ
ヨ
ヨ
田
口

}fzg昏
Enz
母『

ヨ
ロ
同
ロ
Nrロロロ三一巾・-由∞
hp

〉
2
・
-
ニ
の
0
・
mι
ロ『・

ω日
ロ
-
一
穴
一
同
己
的
〈
O

加冊一¥日
UR--
穴町
nFYD
『・同ハ
0
5
5
m
三回『

NE
ヨ
回
ロ
ロ
コ
巾
『
の
さ
ロ
ι白
mMEN-

-∞吋
hy

〉
ス
・
-
ニ

0
0
.
m
ι
ロ
『
・
-
∞
∞
ロ
・
一

ω
5
5
・白・同・

0•. 

ω
・品
NN
『・

我
が
国
に
お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
り
、
観
点
に
よ
っ
て
は
最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
の
強
力
な
身
分
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
甲
斐
・
前
掲
七
八
頁
、
八
二
頁
注
〈
1
)
参
照
。
な
お
、
我
が
国
の
場
合
、
準
司
法
的
作
用
た
る
「
検
定
」
の
制
度

が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
甲
斐
・
前
掲
七
九
頁
、
八
三
頁
注

(
3
)
参
照
.
ま
た
、
中
西
又
三
「
会
一
計
職
員
の
責
任
」
現
代
行
政
法

大
系
叩
(
一
九
八
四
年
)
三
三
六
頁
以
下
参
照
。

(
日
〉
そ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
巴
2
P
白・目・

0
・・

ω・
玄
白
〉
ロ
ヨ
-
N
S
に
詳
し
い
。

(
は
〉
そ
の
文
献
に
つ
い
て
も
、

ω
5
3
・回・田・

0
・・

ω
・
主
∞
〉
ロ
ヨ
-NGN
に
詳
し
い
。
た
と
え
ば
、
〈
伯
F
Z回号

ω
n
y丘町『・

0
2
回
Eコ
ι
2
5
n
Z
E
コ白白

与
え
一
ヨ
〈
2
p
g
z
ロ回目白
m
E白巾

ι巾
『
回
ロ
ロ
ι目的『
m
u
E
E
F
。
。
〈
】
∞
コ
・

ω
・
E
N
『『・・

2ω

一
命
『
帥
・
・
巧
2
r
0
2
円『
D=一町三

E3M
向『司

ωrwE巾同問巾一円
-2・JV.-
∞吋吋
.ω
・
ωN
『『・

(
日
)
予
算
法
改
革
の
際
、
予
算
委
員
会
が
示
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
〈
恒
一
-
∞
叶
・
0
3・〈
¥
ω
g印・

ω
・
5
一回『
5
0
ω
n
y
ヨ一会
-Em--uFBE¥可『ロコ
N

民
一
巾
一
口
・
目
ハ
ロ
ヨ
ヨ
四
三
日
『

NEヨ
の
『
Eロ色白町田町片
N
E
『
ι一四回
Eコ
ιmM『巾司
E『一↑
r
o
m
E
R
E
-田口
ι・
品
・
〉
三
一
---Uコ
・
〉
コ
・
=
品
。
。
-mι
ロ
『
・
∞
・
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
補
助
機
関
と
み
る
説
に
た
い
し
て
は
、
本
文
で
紹
介
す
る
よ
う
に
批
判
が
強
い
の
で
あ
る
。
〈
国
一
・

ω【司『
P
白
-
P
O
-
-
ω
・
主
吋
一
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〈
∞
-
ω
5
5
・
回
・
目

0
・
ω
・
品
目
{
}
一
司
E
z
n
y
-
田
・
同
・

0
・
・
〉
ユ
-
ニ
品
。
。
・
H
N
ι
ロ
『
・
ω
∞
-

ミ
ュ
ン
ス
タ
l
高
等
行
政
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
た
事
件
と
し
て
は
、
検
査
報
告
の
一
部
に
、
差
別
的
な
業
務
に
損
害
を
与
え
る
内
容
を
記
載

さ
れ
た
原
告
が
、
そ
の
部
分
に
関
し
、
会
計
検
査
院
な
い
し
責
任
あ
る
担
当
部
を
相
手
ど
っ
て
、
単
純
な
行
政
活
動
な
い
し
事
実
行
為
と
し
て
の

検
査
報
告
の
提
示
白

E
巴
E
伺
)
お
よ
び
流
布
(
〈
2
Z
Z
E
同
)
の
撤
回
(
m
E
n
r
E
E
g
p
巧
庄
司
ロ
E
O
を
、
一
般
的
給
付
訴
訟
と
し
て
、
そ

の
仮
命
令
と
と
も
に
求
め
た
も
の
が
あ
る
。
〈
同
一
-
O
〈
。
玄
C
5
5
?
己
『
丹
市
一
7
8
5
∞
三
巴
z
a
-
U
O
〈
】
由
吋
由
・
ω
・
2
N
R
な
お
、
仮
命
令
に

た
い
す
る
決
定
は
、
〈
∞
-
-
O
〈
。
ζ
E
肺
門
2
・
回
g
n
F
一
巳
a
g
ヨ
】
∞
・
』
E
一
二
回
吋
印
・

他
方
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
行
政
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
事
件
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
ト
銀
行
(
原
告
)
が

あ
る
企
業
に
融
資
を
す
る
際
に
、
ラ
ン
ト
が
保
証
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
そ
の
企
業
が
倒
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
大

蔵
大
臣
の
要
請
で
会
計
検
査
院
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
原
告
が
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
争
点
は
、
原
告
の
融
資
に
問
題

が
あ
っ
た
と
の
検
査
報
告
が
、
会
計
検
査
院
か
ら
ラ
ン
ト
大
蔵
大
臣
、
ラ
ン
ト
議
会
へ
「
秘
密
」
と
し
て
送
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
直
ち
に
公
衆

に
知
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
原
告
に
た
い
す
る
別
の
訴
訟
で
使
用
さ
れ
不
利
益
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
原
告
が
、
会
計
検
査
院

を
相
手
ど
り
、
一
般
的
給
付
訴
訟
と
し
て
、
当
該
検
査
報
告
全
体
の
撤
回
を
、
ま
た
補
助
的
に
、
検
査
手
続
に
お
け
る
法
的
聴
聞
の
欠
如
を

理
由
と
し
て
、
検
査
の
確
定
が
違
法
に
成
立
し
た
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
〈
由
一
・
〈
。
ロ
5
8
5
0
H
F
C
『
同
町
一
一
〈
ロ
ヨ
ω
・
O
E
$
2

5
8・
2
巧

5
2
・
ω
z
g
ロ
・

さ
て
、
右
の
二
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
告
の
敗
訴
に
終
っ
て
い
る
が
、
前
者
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
l
高
等
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
は
、

部
分
的
撤
回
を
求
め
る
給
付
訴
訟
の
許
容
性
そ
れ
自
身
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
後
者
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
行
政
裁
判
所
に
お
い
て

は
、
検
査
報
告
全
体
の
撤
回
を
求
め
る
訴
え
の
内
容
を
憲
法
上
の
訴
訟
と
み
て
、
行
政
訴
訟
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
・

な
お
、
両
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
前
掲
七
五
頁
、
九
O
頁
注

(
6
)
で
簡
単
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
評
釈
や

意
義
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
注
(
3
〉
で
掲
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
〈
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D
E
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U
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回
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西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務
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ω
n
E
r
p
N
E
5
ω
n
E
R
U
ュ=
2
『
a
ι
2
H
N
2
E
E
m
M宮ロド

『E口
同
ロ
コ
ι
ι
2
回
2
R
Z
2
a巳
Z
コ加

ι
2
m
2
F
E口開帥
5
F
ω
-
m
N∞
が
あ
る
。

(
お
〉
〈
回
一
回
nr巾コ『
8
5
¥
z
m
E巾『・目・同・
0
・・

ω
-
c
o
o・

(
M
A
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
フ
オ
ル
ク
ス
ヴ
ァ

l
ゲ
ン
財
団
検
査
事
件
が
興
味
を
惹
く
。
す
な
わ
ち
、
同
財
団
が
、
回
目
。
一

O
四
条
一
項
四
号

に
基
づ
き
、
寄
附
行
為
の
中
で
会
計
検
査
院
の
検
査
に
同
意
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
会
計
検
査
院
よ
り
会
計
検
査
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
の
憲
法
違
反
性
や
基
本
法
五
条
三
項
の
保
障
す
る
学
術
・
研
究
の
自
由
が
侵
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
決
定
の
取
り
消
し
と
、
補
助
的

に
検
査
権
限
な
き
旨
の
確
認
を
行
政
裁
判
所
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
審
で
は
請
求
は
認
容
さ
れ
た
が
、
控
訴
審
で
は
退
け
ら
れ
た
。
結
局
、
連
邦

行
政
裁
判
所
で
は
、
時
間
的
経
過
等
の
理
由
で
、
前
述
の
確
認
請
求
の
み
審
理
さ
れ
た
が
、
一
九
八
六
年
二
月
に
原
告
の
請
求
は
退
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
〈
加
一
・
』
N
g
g
-
ω
-
a
N
ロ・一

Z
』巧

Z
8・
ω
N∞
む
ロ
-
一

U
O〈
5
8・
ω
日
】
∞
『
同
一
な
お
、
行
政
行
為
肯
定

説
に
つ
い
て
は
、
〈
同
一
・
何
百
三

Z
2
2・
NZ『
司
忌
甘
口
問
団
『
え
口
同
口
一
回

ι2HNmnEロロロ同日
r
u
r
m巾伺
g
E
F
2
ι
2
2
5
=ロ
伺
〈
O

一}内
2
5由
自
宅
巾
『
r・

0
0
〈

5
8・
ω・
印
-
∞
ロ
・
ふ
コ
・
ま
た
、
通
説
や
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
例
批
評
に
つ
い
て
も
、
〈
同
一

-
Z
E
R
同・目・

0
・・

ω・印】田町『・

四

連
邦
会
計
検
査
院
の
任
務

00-4 -627) 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
会
計
検
査
院
は
、
憲
法
上
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
機
関
と
し
て
、

し
か
も
憲
法
上
の
要
請
で
あ

る
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
特
別
の
任
務
を
負
っ
た
機
関
で
あ
る
。
こ
の
任
務
の
遂
行
は
、
行
政
の
内
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
政
府

が
行
政
官
庁
を
監
督
す
る
際
に
役
立
ち
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
外
在
的
に
議
会
が
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
上
に
も
役
立
つ
も
の
で

123 



説

あ
る
。
そ
し
て
究
極
的
に
は
、
納
得
で
き
る
財
政
行
動
に
重
大
な
利
害
を
持
つ
国
民
の
た
め
に
奉
仕
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
任
務
に
つ
い
て
、
基
本
法
は
、
そ
の
一
一
四
条
二
項
に
お
い
て
、
た
だ
「
検
査
す
る
(
司
『
丘
町
ロ
)
」
と
か
「
報
告

00-4 -628) 

論

す
る

Q
E
n
y
Zロ
)
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
全
体
的
内
容
や
任
務
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
憲
法
上
明

確
に
定
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
連
邦
会
計
検
査
院
の
そ
の
他
の
権
能
に
つ
い
て
は
連
邦
法
律
で
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
〈
同
法
一
一
四
条
二
項
三
文
)
。

そ
こ
で
、

ま
ず
一
九
六
九
年
に
改
正
さ
れ
た
基
本
法
一
一
四
条
二
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
前
述
(
本
稿
二
章
六
節
)
の
よ
う
に
、
連
邦

会
計
検
査
院
は
、
決
算
の
検
査
、

な
ら
び
に
予
算
の
執
行
お
よ
び
経
済
運
営
の
経
済
性
と
秩
序
正
し
さ
の
検
査
を
行
う
。

し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
決
算
の
検
査

9
2
E
E回
目
宮

E
E加
〉
と
い
う
こ
と
で
は
、
最
早
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
会
計
検
査
院
の
任
務
や
権

(
2
)
 

能
の
す
べ
て
を
言
い
表
わ
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
国
家
の
予
算
の
執
行
や
経
済
運
営
ま
で

検
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
言
い
換
え
る
と
、
今
や
、
国
家
の
す
べ
て
の
財
政
行
動
が
憲
法
上
検
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
会
計
検
査
院
は
、
国
家
的
財
政
行
動
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

ハ
4
V

か
、
非
欠
紋
性

(
E
n
r
g一D
M

一伺
5
5
が
あ
る
と
か
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
委
託
百
四
日

E
E吉
田
由
)
を
受
け
て
い
る
と

右
の
基
本
法
の
精
神
を
受
け
て
、
さ
ら
に
一
九
六
九
年
に
制
定
さ
れ
た
回
目
O

は
、
直
接
の
連
邦
行
政
の
予
算
の
執
行
や
経
済
運
営
ば

か
り
で
な
く
、

(7) 

連
邦
の
特
別
財
産

(ω
ロロ含
2
2ヨ
Z
g〉
や
経
済
的
企
業
(
回
喜
一
喜
四
)
の
経
済
性
等
を
も
検
査
で
き
る
と
す
る
(
同
法
人
八
条
一

項)。

さ
ら
に
、
直
接
の
連
邦
行
政
の
領
域
を
超
え
た
機
関

S
E
Z
)
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
連
邦
予
算
を
執
行
し
た
り
、
連
邦
資
産
を

管
理
し
た
り
、
あ
る
い
は
連
邦
か
ら
資
金
補
助

(
N
5
2
E
E∞
g)
を
得
て
い
る
よ
う
な
組
織
や
人
で
あ
れ
ば
、
検
査
が
及
ぶ
し
(
同
法
九

(ィ)



一
条
一
項
)
、

ハ
7
〉

ま
た
そ
の
機
関
が
さ
ら
に
第
三
者
に
連
邦
手
段
を
与
え
る

(
Z
X
E
a
g
z〉
場
合
に
も
、
検
査
は
そ
こ
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

なっ
るる(ゥ)

同
法
九

条

項

ま
た
、
連
邦
が
関
与
し
て
い
る
私
法
上
の
企
業
が
あ
る
場
合
、
そ
こ
に
お
け
る
連
邦
の
活
動
(
回
目
安
百

E
伺
)
も
検
査
の
対
象
と

(斗

ハ
9
〉

さ
ら
に
ま
た
、
合
意
等
に
よ
る
授
権
が
あ
れ
ば
、
国
際
的
な
分
野
に
も
検
査
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
(
同
法
九
三
条
二
項
)
。

(ォ)

な
お
、
私
法
人
で
あ
っ
て
も
、
無
制
限
で
は
な
い
に
せ
よ
一
定
の
場
合
に
、

た
と
え
ば
法
律
に
基
づ
い
て
連
邦
か
ら
補
助
金
を
得

て
い
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
検
査
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
(
同
法
一

O
四条)。

(ヵ)

い
わ
ば
間
接
的
な
連
邦
行
政
に
も
、
検
査
は
及
ぶ
(
同
法
一

O
五条)。

最
後
に
連
邦
直
属
の
公
法
人
の
形
式
に
よ
る
、

さ
て
、
右
に
述
べ
た
検
査
対
象
も
、
ど
の
時
点
で
検
査
を
認
め
る
べ
き
か
で
、
検
査
の
範
囲
に
差
が
生
じ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
出
。
『
の

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

四
二
条
、
∞
2
0
八

O
条
、
同
八
九
条
は
、
決
算
の
提
示
(
河

2
Z
E岡
田

Z
2
2
同
)
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
検
査
に
と
っ
て
、
支
払
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
法
的
義
務
が
根
拠
づ
け

ら
れ
て
い
る
か
は
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
応
完
結
し
た
財
政
効
果
を
有
す
る
過
程
と
い
う
も
の
の
存
在
は
要
件
と
さ
れ

る
。
こ
の
点
が
後
述
の
助
言
作
用
(
切
巾

E
5巴
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
形
で
、
検
査
は
、
時
機
的
に
み
て
、
現
在
接

近
性
包
括

g
耳目『

5
口
答
巾
)
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
任
務
と
し
て
、
∞
Z
O
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
検
査
権
能
に
加
え
て
、
助
言
(
回
2
巳

E
凹
〉
権
能

(
U〉

を
も
創
設
し
て
い
る
(
同
法
人
入
条
二
項
、
同
法
四
二
条
五
項
、
同
法
九
O
条
三
号
お
よ
び
四
号
、
同
法
九
七
条
二
項
四
号
)
。

右
の
連
邦
会
計
検
査
院
の
助
言
的
作
用
は
、
議
会
や
政
府
お
よ
び
大
臣
に
た
い
し
て
行
わ
れ
る
が
、
検
査
作
用
と
異
な
っ
て
、
未
だ
完

結
し
て
い
な
い
よ
う
な
過
程
に
も
親
し
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
用
は
、
前
述
(
二
章
六
節
〉
の
、
行
政
の
経
済
性
の
た
め
の
連
邦
委
託
官

と
向
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
連
邦
会
計
検
査
院
の
こ
の
助
言
作
用
は
、
「
検
査
の
経
験
に
基
づ
い
て
」
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ

00-4 -629) 125 



説

(凶〉

て
い
る

2
9
0
四
二
条
五
項
、
回
出
O

八
八
条
二
項
)
の
に
た
い
し
て
、
連
邦
委
託
官
の
場
合
に
は
そ
れ
が
な
い
。
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論

法
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
助
言
作
用
に
よ
っ
て
、
後
に
会
計
検
査
院
が
検
査
権
を
行
使
す
る
際
に
、
自
分
の
行
っ
た
助
言

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
会
計
検
査
院
の
独
立
性
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
が
あ
る
。
し
か
し
、
法

00-4-630) 

的
に
は
、
会
計
検
査
院
の
主
た
る
任
務
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
限
り
、
裁
判
官
的
独
立
性
の
保
障
が
助
言
的
作
用
を
禁

(
問
団
)

ず
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
残
る
問
題
点
と
し
て
は
、
実
際
上
の
危
倶
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
べ
き
か
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
事
実
、

ょ
う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
が
尊
重
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、
多
く
の
説
に
よ
っ
て
、
会
計
検
査
院
の
自
制
が
要
求
さ
れ

(
初
)

て
い
る
こ
と
を
正
当
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
対
処
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

ヱ
の
あ
や
回
国
O

の
政
府
草
案
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
は
、
助
言
作
用
は
「
重
要
事
項
」
に
制
限
し

さ
て
次
に
、
先
に
述
べ
た
会
計
検
査
院
の
最
も
重
要
な
任
務
と
し
て
の
検
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

そ
の
基
準
は
何
か
が
問
わ
れ

歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

一
九
一
一
一
一
年
の
宮
古
九
六
条
一
項
は
、
か
な
り
詳
細
に
、
会
計
検
査
院
の
行
う
財
政
コ
ン
ト
ロ

l

ル
の
た
め
の
検
査
基
準
を
規
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
概
略
す
れ
ば
、

ω予
算
案
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
(
一
号
)
、

ω個
々
の

会
計
上
の
金
額
の
処
理
が
正
確
で
あ
る
か
ど
う
か
(
二
号
)
、

ω法
律
や
規
則
、
な
ら
び
に
行
政
上
の
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

(三号)、

ω経
済
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
(
一
一
一
号
)
、

ω節
約
性
を
図
る
可
能
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
(
四
号
)
と
い
う

よ
う
な
趣
旨
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
‘
い
た
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
合
法
性
、

四
つ
の
種
類
の
基
準
を
言
い
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

(
会
計
上
の
)
合
規
性
、
経
済
性
お
よ
び
節
約
性
と
い
う

と
こ
ろ
が

一
九
四
九
年
の
ボ
ン
基
本
法
の
一
一
四
条
二
項
は
検
査
の
基
準
に
つ
い
て
は
明
白
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
、
一
九
六
九
年
の
予
算
法
改
革
に
よ
り
、
基
本
法
一
一
四
条
二
項
が
改
正
さ
れ
、
経
済
性
と
秩
序
正
し
さ

(
O
己・



コE
口
問
団
ヨ
芭
一
回
一
向
冊
一
円
)
の
二
つ
の
基
準
が
憲
法
上
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
合
法
性
と
節
約
性
の
基
準
は
ど
う
な
っ
た
の
か

(
幻
)

と
い
う
問
題
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ
一
九
六
九
年
に
制
定
さ
れ
た
切
出
O

九
O
条
に
よ
っ
て
、
広
く
、

ω合
法
性
、

ω合
規

性

(
O
E
Eコ
伺

5
包一回

-ax)
、

ω経
済
性
、

ω節
約
性
、

お
よ
び

ω有
効
性
(
三
『
宮
田
B
E
H
)
の
検
査
基
準
が
認
め
ら
れ
た
。

図
工
O

の
検
査
基
準
を
、
大
局
的
に
み
る
と
、
以
前
の
自
由
O
九
六
条
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、

ω有
効
性
基
準
が
加
わ
っ
て
、
目
白
O

の

場
合
の
方
が
検
査
基
準
が
拡
大
し
た
の
で
な
い
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

さ
て
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
検
査
基
準
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
的
確
定
は
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。

)
 
-(
 

ま
ず
、
合
法
性
基
準
を
み
る
に
、
自
己
九
六
条
の
場
合
に
は
、
現
存
の
法
律
や
規
則
、
あ
る
い
は
行
政
上
の
原
則
を

合
法
性

守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
具
合
に

一
般
的
な
合
法
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
の
が
、
回
出
O
九
O
条
に
よ
れ
ば
、
「
予

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

算
の
執
行
や
経
済
の
運
営
に
つ
い
て
妥
当
す
る
諸
規
定
や
諸
原
則
」
と
い
う
ふ
う
に
、
特
殊
な
合
法
性
基
準
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る

し
か
し
、
こ
の
合
法
性
基
準
も
、
財
政
法
的
に
関
連
の
あ
る
法
令
違
反
の
み
な
ら
ず
、
手
段
の
管
理
に
さ
い
し
て
適
用
さ
れ
る
そ
の
他

の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
広
く
解
釈
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
だ
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
合
法
性
基
準
が
完
全
に
一
般
的
な
行
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
実
は
か
な
り
不
明
確
で
あ
る
。

一
口
に
合
法
性
基
準
と
い
っ
て
も
、

た
だ
、
付
言
し
て
お
く
と
、
連

』
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

邦
会
計
検
査
院
は
、
抽
象
的
に
予
算
項
目
の
法
適
合
性
を
検
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
f

そ
の
開
始
は
、
具
体
的
な
行
政
過
程

が
あ
っ
た
時
に
起
こ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

合
規
性

一
四
条
二
項
の
秩
序

次
に
、
合
規
性
基
準

(
O
E
Eロ回目ヨ信一同
rac
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
基
準
は
、
基
本
法
一

(
お
)

正
し
さ

(
O
三口

E
回目

5
g百
Z
5
よ
り
も
内
容
的
に
い
っ
て
狭
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
合
規
性
と
は
、
会
計
技
術
的
な

(2) 

こ
の
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説

意
味
で
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
査
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
法
律
に
違
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
査
す
る
よ
う

論

な
基
準
で
は
な
い
。

〔

mv

準
と
い
え
よ
う
。

い
わ
ば
、
貸
借
対
照
表
や
簿
記
の
技
術
か
ら
借
り
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
会
計
処
理
の
技
術
の
規
律
が
こ
の
合
規
性
基

(3) 

さ
ら
に
、
経
済
性
の
基
準
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
回
国
O

九
O
条
は
、
検
査
は
、
特
に
次
の
も
の
に
及
ぶ
と
し
て
、

経
済
性

「
経
済
的
か
つ
節
約
的
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
」
(
三
号
〉
、
「
当
該
事
務
は
、

よ
り
少
な
い
人
的
資
源
も
し
く
は
物
的
資
源
で
、
ま
た
は
他

(
四
号
)
と
い
う
基
準
を
掲
げ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
を
見
た
だ
け
で

は
、
経
済
性
基
準
、
節
約
性
基
準
お
よ
び
有
効
性
基
準
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
相
互
関
係
は
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
方
法
で
、

よ
り
有
効
的
に
遂
行
さ
れ
得
た
の
で
は
な
い
か
」

と
こ
ろ
で
、
経
済
性
基
準
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
経
済
学
の
分
野
で
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
テ
l
マ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
経

済
性
と
は
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
所
与
の
手
段
で
最
も
よ
い
目
的
を
達

成
す
る
と
か
、
特
定
の
目
的
を
可
能
な
限
り
最
小
の
手
段
で
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
基
本
法
一
一
四
条
の
意
味
に
お
け
る
経
済
性
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
通
説
に
よ
れ
ば
右
に
述
べ
た
よ
う
な
経
営
経
済
学
上
の

(
匁
)

基
準
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
、
法
律
学
の
分
野
で
は
、
適
切
性
(
〉
ロ
田
町
ヨ
刊
明
日

g
E
C

と
い
う
要
素
が
加
え
ら
れ
て
、
公
的
な
手
段
の
投
入
と
社
会
的
効
用
と
の
間
の
適
切
な
関
係
も
、
経
済
性
の
基
準
の
中
に
含
め
て
考
え
ら

(
お
)

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
適
切
性
と
い
う
こ
と
も
結
局
、
政
治
的
に
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

(
但
)

う
の
で
、
経
済
性
基
準
が
通
用
力
を
も
っ
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
さ
ら
に
媒
介
項
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
、
結
局
、
そ
の
媒
介
項
は

(
お
)

摸
索
中
で
、
経
済
性
基
準
の
妥
当
力
に
つ
い
て
は
留
保
が
付
け
ら
れ
た
ま
ま
の
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
行
政
規
則
で
も
っ
て
経
済
性
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
規
律
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
、
合
法
性
基
準
な
い
し
合
規
性
基

準
に
接
近
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
回
Z
O
七
条
の
定
め
る
、
予
算
案
の
作
成
の
と
き
に
遵
守
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さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
済
性
や
節
約
性
の
基
準
に
つ
い
て
、
暫
定
的
行
政
規
則
が
一
定
の
規
律
を
設
け
る
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
い
ご
に
節
約
性
基
準
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
こ
の
基
準
は
、
前
述
の
経
済
性
原
則
が
効
用
と
支
出
と
の
相
関
関

係
で
捉
え
ら
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
手
段
の
投
入
の
観
点
で
の
み
考
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
っ
き
つ
め
て
考
え
る
と
、
国
家

の
支
出
は
「
0
」
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
基
準
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
事
態
は
あ
り
え
な

い
の
で
、
節
約
性
基
準
も
そ
れ
自
体
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
は
実
現
さ
れ
得
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
節
約
性
の
原
則
に
関
し
て
、
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
説
が
あ
り
う
る
。
ま
ず
第
一
に
、
節
約
性
を
経
済
性
の

(4) 

節
約
性

さ
て
、

同
義
語
と
み
な
す
か
、
あ
る
い
は
、
経
済
性
原
則
の
部
分
原
則
、
と
り
わ
け
特
定
の
目
標
を
最
小
限
の
費
用
で
実
現
す
る
と
い
う
、

(
剖
)

ゆ
る
最
小
限
原
則
と
等
置
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
学
説
と
し
て
は
、
節
約
性
を
「
家
訓
的

2
2
2
u
g一一n
y
)

」
原
則
と
し
て
捉
し、

わ

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

ぇ
、
個
人
の
家
計
の
場
合
に
よ
り
か
か
っ
て
解
釈
す
る
試
み
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
少
な
い
支
出
お
よ
び
可
能
な
限
り

わ
ず
か
な
負
債
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
の
説
と
し
て
、
私
経
済
を
保
護
す
る
義
務
と
い
う
こ
と
で
、
国
家

に
自
制
を
要
求
す
る
と
い
う
意
味
で
の
節
約
性
が
唱
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
説
の
う
ち
、
第
二
お
よ
び
第
三
説
に
基
づ
く
場
合
の
み
が
、
独
自
の
意
義
を
も
っ
節
約
性
基
準
と
な
り
う
る
が
、
第
二
の

家
訓
説
は
、
今
日
の
国
家
は
決
し
て
私
人
の
家
計
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
ゆ
え
、
支
持
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、

国
家
は
個
人
の
よ
う
に
単
純
に
消
費
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
消
費
者
と
し
て
の
個
人
や
企
業
に
、
財
貨
や
役
務
を
提
供
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
の
い
わ
ゆ
る
自
制
説
は
、
あ
ま
り
に
も
一
般
的
す
ぎ
て
国
家
に
あ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
禁
欲
さ
せ

(
羽
)

る
よ
う
な
義
務
を
課
す
規
律
に
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

00-4 -633) 

結
局
、
節
約
性
基
準
は
、
独
自
の
意
義
を
も
っ
た
独
立
の
基
準
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
先
の
経
済
性
基
準
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す

る
の
が
正
当
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
し
か
し
、
経
済
性
基
準
の
部
分
原
別
で
あ
る
最
小
限
原
理
(
冨
ロ
吉
田
一
E
5
5
)
と
同
義
の
も
の
と
す

129 



説

〈

H
H
)

る
理
解
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
基
本
法
一
一
四
条
に
お
い
て
は
、
節
約
性
の
基
準
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

(
日
出
)

済
性
の
基
準
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
理
由
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

た
だ
経

論

五

会
計
検
査
院
の
任
務
の
限
界

)
 
-(
 
さ
て
、
こ
れ
ま
で
は
西
ド
イ
ツ
の
会
計
検
査
の
歴
史
、
任
務
お
よ
び
検
査
基
準
等
を
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
、

(鵠〉

一
口
に
限
界
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
様
々
な
観
点
で
存
在
し
う
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
、
例

そ
の
任
務

の
限
界
を
論
述
し
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で

時
間
的
限
界
、
例
地
域
的
限
界
、
例
事
物
的
限
界
、

お
よ
び
付
能
力
的
限
界
と
に
分
け
て
み
た
い
。

し
か
し
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
特
に

重
要
な
例
事
物
的
限
界
を
主
と
し
て
論
じ
、
付
加
的
に
、
仲
能
力
的
限
界
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

(2) 

一
般
的
に
は
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
検
査
の
非
欠
依
性
の
原
則
に
よ
り
本
来
限
界
は
な
い

事
物
的
限
界

」
れ
に
つ
い
て
は

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
条
理
上
、

ω政
治
的
な
決
定
、
川
基
本
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
芸
術
、
学
問
、
研
究
お
よ
び
放
送
の
自
由
の

領
域
、
な
ら
び
に

ω法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
専
門
的
な
独
立
性
の
あ
る
と
こ
ろ
、
に
つ
い
て
は
会
計
検
査
院
の
検
査
に
限
界
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
特
に

ω政
治
的
な
決
定
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
て
お
き
た
い
。

(a) 

政
治
的
な
決
定
に
つ
い
て

伝
統
的
な
ド
イ
ツ
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
会
計
検
査
院
は
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
さ
い
し
非
政
治
的
な
活
動
を
行
う
機
関
で

あ
る
と
い
う
ド
グ
マ
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
政
治
的
な
決
定
を
行
う
の
は
議
会
で
あ
っ
て
、
会
計
検
査
院
は
、
い

わ
ば
専
門
的
、
技
術
的
な
観
点
の
下
で
客
観
的
な
判
断
や
評
価
を
行
う
機
関
で
あ
る
と
か
、

上
部
で
政
治
が
目
標
を
定
め
る
が
、
会
計
検

査
院
が
検
査
す
る
の
は
、
下
部
で
執
行
す
る
行
政
が
目
標
実
現
の
た
め
に
最
も
適
切
な
手
段
を
採
用
し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
と
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
ド
グ
マ
は
、

ま
た
、
会
計
検
査
院
は
、
政
治
的
責
任
を
持
た
な
い
機
関
で
あ
る
と
か
、
も
し
会
計
検
査
院
が
政
治
的
決

定
に
介
入
す
る
と
、
そ
の
独
立
性
が
侵
さ
れ
る
と
か
、
権
威
や
影
響
力
を
失
う
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
よ
う
な
理
由
に
も
支
え
ら
れ
て
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Tこ巴と

こ
ろ
が
、
検
査
の
基
準
の
中
に
経
済
性
や
節
約
性
の
基
準
が
入
っ
て
く
る
と
、
す
べ
て
の
国
家
行
政
が
検
査
の
対
象
と
な
り
、
執
行

府
の
政
治
的
な
決
定
も
会
計
検
査
院
の
検
査
に
服
す
場
合
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
弘
ず
次
第
に
増
え
て
く
る
こ
と
に
な
っ
(
問
。
特
に

基
本
法
一

一
四
条
二
項
で
、
国
家
の
す
べ
て
の
財
政
活
動
に
つ
い
て
経
済
性
基
準
で
会
計
検
査
院
の
検
査
が
及
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

と
、
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
却
。

そ
の
後
の
学
説
で
は
、
先
の
ド
ク
マ
の
主
張
点
が
批
判
さ
れ
、
従
来
の
通
説
に
お
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
と
え

ば
、
カ
レ
ン
ケ
は
、
対
立
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、

三
分
説
、
す
な
わ
ち
、
純
粋
政
治
的
事
項
、
純
粋
財
政
経
済
的
事
項
お
よ
び
混
合
的
事

項
に
分
け
、
も
ち
ろ
ん
純
粋
政
治
的
な
事
項
に
は
会
計
検
査
院
の
権
限
は
及
ば
な
い
が
、
混
合
事
項
に
お
い
て
は
、

な
る
ほ
ど
、
政
治
的

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

側
面
に
は
判
断
権
は
及
ば
な
い
が
、
少
な
く
と
も
検
査
報
告
の
中
で
政
治
的
性
質
の
も
の
と
表
示
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

(
印
〉

た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
カ
レ
ン
ケ
の
三
分
説
も
そ
の
基
準
は
あ
い
ま
い
で
、
結
局
今
日
で
は
、
多
く
の
説
が
政
治
的
決
定
に
も
会
計
検

査
院
の
検
査
が
及
び
う
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
自
制
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
留
保
し
、
検
査
権
の
及
ば
な
い
限
界
線
に
つ
い
て
は
、
会

(
貯
〉

計
検
査
院
自
身
に
よ
っ
て
今
後
形
成
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
四
岬
)

そ
の
よ
う
な
意
味
で
連
邦
会
計
検
査
院
自
身
に
よ
る
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
公
式
見
解
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
控
え
目

に
、
「
政
治
的
価
値
評
価
お
よ
び
政
治
的
な
決
定
に
た
い
し
て
は
、
会
計
検
査
院
の
判
断
は
及
、
は
な
い
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

00-4 -635) 

し
、
そ
れ
に
続
い
て
、
「
そ
の
よ
う
な
決
定
の
前
提
や
効
果
に
関
わ
る
検
査
知
識
が
、
権
限
あ
る
機
関
に
よ
る
検
査
色
宮
弓
Z
P口
同
〉
を
正

当
化
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
限
り
で
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
報
告
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

131 



説

こ
の
よ
う
な
自
制
的
立
場
に
基
づ
け
ば
、
狭
義
の
検
査

(
p
c
pロ
白
)
と
、
助
言
宙
開

E
E伺
)
と
に
お
い
て
、

出
て
く
る
。
ま
ず
後
者
の
助
言
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
義
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
形
式
で
な
さ
れ
て
い
る
政
治
的
決
定

一
応
、
次
の
よ
う
な
意
義
が

132 

に
た
い
し
て
も
、
会
計
検
査
院
は
、
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
合
目
的
で
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
立
法
者
は

誤
ま
っ
た
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と
か
の
勧
告
を
、
あ
る
い
は
具
体
的
に
は
、
資
金
補
助
法
律
や
給
付
法
律
の
効
果
に
関
し
て
報
告
を
な

し
、
結
局
そ
れ
に
基
づ
い
て
法
律
の
改
正
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

00-4 -636) 

論

さ
ら
に
狭
義
の
検
査
に
さ
い
し
て
も
、
な
る
ほ
ど
連
邦
会
計
検
査
院
は
行
政
の
行
う
政
治
的
決
定
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

憲
法
や
法
律
に
よ
る
授
権
の
枠
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
合
法
性
の
観
点
で
検
査
は
可
能
で
あ
り
、
他
方
、
授
権
の
枠
の

中
で
は
、
行
政
の
決
定
に
お
け
る
政
治
的
な
目
標
が
よ
り
強
く
か
っ
具
体
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

一
層
会
計
検
査
院
は
自
制
す
べ
き
で

あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
事
実
の
確
認
に
よ
れ
ば
政
治
的
決
定
の
合
理
性
が
疑
わ
し
い
よ
う
な
時
で
も
、

政
治
的
目
的
そ

た
だ
、
決
定
の
道
具
的
側
面
、

(
回
)

と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
も
の
は
判
断
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
、

た
と
え
ば
手
続
的
展
開
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
な
ど
の
検
査
に

一
九
八
五
年
の
連
邦
会
計
検
査
院
法
の
改
正
に
際
し
て
、
連
邦
議
会
の
予
算
委
員
会
が
、
法
律
の
有
効
性

(
臥
〉

(ヨ
H
r
g
g
r刊
と
を
も
連
邦
会
計
検
査
院
は
そ
の
検
査
対
象
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
付
言
し
て
お
く
と
、次

に
、
会
計
検
査
院
の
限
界
と
し
て
、
能
力
的
限
界
に
つ
い
て
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
会
計
検
査
院
の
職
員
の
数
と
準
備
教
育

2
2
E
E
E同
)
の
中
か
ら
出
て
く
る
限
界
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
西
ド
イ
ツ
の
毎
年
お
よ
そ

(3) 

能
力
的
限
界

六、

0
0
0億
マ
ル
ク
(
一
九
八
四
年
現
在
:
:
:
日
本
円
で
は
お
よ
そ
五

O
兆
円
)
の
収
入
と
支
出
、
お
よ
び
一

O
O万
人
を
超
え
る
被
用
者
公

務
員
(
軍
隊
を
除
く
)
に
よ
る
行
政
の
検
査
に
た
い
し
て
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
わ
ず
か
五
二
五
人
の
職
員
(
こ
の
う
ち
、
構
成
員
《
豆
マ

(
印
〉

加一

-E巾
己
は
五
人
人
、
検
査
官
は
三
O
四
人
で
あ
る
)
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
西
ド
イ
ツ
に
は
前
述
の
よ
う
に
事
前
内
部
検
査
機
関



(〈
D
『
官
三
E
コ
伺

gz=g)
が
あ
り
、
組
織
的
に
は
被
検
査
庁
に
属
す
る
が
、
専
門
的
に
は
連
邦
会
計
検
査
院
の
指
揮
権
に
服
し
そ
の
検
査
の

た
め
の
準
備
を
し
た
り
補
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
て
七

O
O人
の
被
用
者
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ

連
邦
会
計
検
査
院
の
検
査
の
拡
が
り
と
深
さ
は
、
も
と
も
と
制
限
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
能
力
的
限
界
が
あ
る
ゆ
え
、
実
際
に
は
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
自
己
の
裁
量
で
検
査
を
制
限
し
た
り
、
あ
る
い
は
決
算

を
検
査
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
い
た
り
、
あ
る
い
は
事
前
内
部
検
査
を
制
限
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
し
か

し
、
連
邦
会
計
検
査
院
に
課
さ
れ
た
憲
法
上
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
一
般
的
委
託
の
点
か
ら
い
っ
て
疑
問
な
し
と
は
い
え
な
い
と
す
る

(
印
)

批
判
も
あ
る
ぐ
ら
い
な
の
で
あ
る
。

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

な
お
、
最
近
の
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
施
設
の
建
設
の
よ
う
な
新
し
い
技
術
に
た
い
し
て
も
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
専
門
家
を
備
え
て

(ω) 

い
な
い
の
が
現
状
で
、
鑑
定
人
へ
の
委
託
の
可
能
性
も
十
分
な
援
助
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
も
、
会
計
検

査
院
の
現
代
的
な
能
力
の
限
界
の
問
題
と
い
え
よ
う
。

..L.. 
J、

今
後
の
残
さ
れ
た
問
題

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に

一
九
八
五
年
七
月
に
新
会
計
検
査
院
法
が
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
っ
て
し
で
も
、
規
律
を
要
す
る
よ
う

な
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
す
べ
て
の
問
題
が
片
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
議
会
の
予
算
委
員
会
が
、
残
さ
れ
た

問
題
と
し
て
、
今
後
他
の
法
律
と
の
関
連
で
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
事
項
を
列
挙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ω特
に
防
衛
の
分
野

に
お
け
る
、
公
の
委
託
に
さ
い
し
て
の
企
業
に
お
け
る
原
価
の
検
査
、
同
企
業
に
お
け
る
租
税
行
政
の
経
営
検
査
官
の
活
動
の
検
査
、

ω

社
会
保
障
主
体
に
お
け
る
事
前
内
部
検
査
の
た
め
の
規
律
、

ω法
律
上
の
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
検
査
、

ωド
イ
ツ
連
邦
鉄
道
の
た

の
五
項
目
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
以
下
、
分
説
し
て
ゆ
く
と
、

め
の
主
要
検
査
官
を
含
む
検
査
担
当
の
組
織
の
規
律
、

)
 
-(
 
ま
ず
、
最
も
重
要
な
の
は
右
の
項
目
の
中
で
も

ωと
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
は
、
従
来
は
、
税
務
署
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説

Q
5
2
8ヨ
門
)
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類

2
5
3一
括
叩
)
に
よ
っ
て
の
み
会
計
検
査
院
に
よ
っ
て
検
査
さ
れ
て
い
た
が
、
企
業
の
手
元
に

論

あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
書
類
に
つ
い
て
は
検
査
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
検
査
の
い
わ
ゆ
る
非
欠
依
性
の
原
則
か
ら
問
題

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
争
点
は
、

お
そ
ら
く
多
く
の
ラ
ン
ト
が
財
政
調
整
を
有
利
に
す
る
た
め
に
そ
の
企
業
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
ど
う
か
等
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ
、
会
計
検
査
院
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
無
け
れ
ば
明
確
に
は
判
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(2) 

次
に
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
き
な
欠
依
は
公
の
注
文
の
分
野
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
こ
で
も
連
邦
官

庁
の
下
に
あ
る
書
類
に
基
づ
い
て
の
み
連
邦
会
計
検
査
院
が
検
査
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
直
接
に
納
入
者
の
と
こ
ろ
で
検
査
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
予
算
委
員
会
の
決
算
検
査
委
員
会
は
回
初
出
の
取
り
上
げ

権

(
F
Z
Eロ回目『巾
n
Z巾
)
を
促
進
す
る
手
掛
か
り
を
有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
行
政
が
委
託
契
約
を
す
る
さ
い
に
企
業
と
の
問

で
切
河
甲
山
の
検
査
権
を
合
意
で
も
っ
て
承
認
す
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
が
、
従
来
こ
れ
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

ぅ
。
け
だ
し
、
合
意
方
式
で
は
会
計
検
査
院
を
、
検
査
を
受
け
る
行
政
と
企
業
へ
の
変
な
依
存
性
を
作
る
危
倶
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
資
金
補
助
の
受
領
者
に
お
い
て
は
、

か
つ
て
宮
古
九
一
条
一
項
三
文
が
会
計
検
査
院
に
法
律
上
の
取
り
上
げ

権
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
問
題
の
合
意
方
式
は
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て
ゆ
く
か
が
今
後
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

は
た
し
て
公
の
委
託
の
分
野
で
ど
う
解
決
し

(3) 

さ
ら
に
、
予
算
委
員
会
や
決
算
検
査
委
員
会
の
審
議
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
回
出
O

一
一
一
一
条
の
従
来
の
規
定
に
反
し
、
す
べ
て
の

連
邦
直
属
の
健
康
保
険
組
合
を
連
邦
会
計
検
査
院
の
検
査
に
服
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
立
法
者
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス

ト
の
高
騰
の
原
因
を
つ
か
も
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
に
は
、
ラ
ン
ト
の
健
康
保
険
組
合
も
ラ
ン
ト
会
計
検
査
院
に

服
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
協
調
行
動
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
ン
ト
の
側
で
は
時
間
的
に
み
て
新
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連
邦
会
計
検
査
院
法
の
制
定
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(4) 

な
お
ま
た
、
連
邦
直
属
の
社
会
保
障
主
体
に
従
来
は
事
前
内
部
検
査
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
の
、
∞
自
由
の
た
め
に
活
動
す
る
内

部
検
査
も
'
無
か
っ
た
の
で
あ
る
が
(
た
だ
し
連
邦
労
働
営
造
物
を
除
く
て
そ
の
た
め
回
沼
山
の
検
査
権
能
の
有
効
性
に
か
な
り
の
制
約
が

加
わ
っ
て
き
て
い
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
野
に
も
事
前
内
部
検
査
制
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

(5) 

さ
い
ご
に
、

ド
イ
ツ
連
邦
鉄
道
に
お
い
て
、
現
在
の
連
邦
鉄
道
法
に
よ
る
主
要
検
査
官
お
よ
び
そ
の
任
務
の
地
位
を
、
も
っ
ぱ
ら

専
門
的
に
回
自
由
に
服
す
る
事
前
内
部
検
査
組
織
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
在
は
、
連
邦

運
輸
大
臣
、
連
邦
大
蔵
大
臣
な
ら
び
に
回
初
出
と
の
間
の
合
意
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
五
つ
の
事
項
に
つ
い
て
連
邦
議
会
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
可
能
な
限
り
速
や
か
に
規
律
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が

西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

望
ま
れ
た
。
こ
こ
で
、
会
計
検
査
院
が
常
に
権
限
を
持
っ
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
者
や
国
民
が
、
(
ね
)

疑
わ
し
い
や
り
口
や
問
題
を
手
に
入
れ
、
自
ら
が
意
見
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)

「
公
表
」
の
意
義
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
〈
同
一
-
z
g日

Z
2
Z
ユ
〈
ロ
ロ
〉
『
口
一
5
・

0
巾
ヨ
包
ロ
君
。
Z
E
ロ
ι
の
さ
百
官
巾
口
一
口
Z
Z
a
g
-
-也
3
・ω・

ω叶
N
一
ι
2
?
の
『
己
ロ
品
目
】
『
口
『
一
巾
ヨ
ι
2
ヨ
ロ
白
ロ
N
}
向
。
コ
同
町
三
一
タ
ロ
〈
∞
-
-
-
∞
∞
ω
・
ω
・
自
由
品
目
『
・
白
斗
一
ω
『
『
・
一
ω
Z
帥
田
口
口
巾
寸
一
巾
ヨ
田
口
P
ロ一巾ω円四三回同巾nZEny巾

虫
色
一
己
口
問
ι
2
2
口
同
口
N
r
ロ
ロ
ロ
三
一
巾
ι
巾
凶
回
ロ
ロ
ι
巾
少
-
∞
立
一
・
ω
・
N
ω
O
一
穴
一
回
巳
凶
〈
ロ
凹
巾
一
¥
唱
曲
己
一
穴
一
『
n
F
E
D
?
日
ハ
ロ
ヨ
ヨ
叩
H
d
g
『
N
E
B
切
ロ
ロ
ロ
巾
『

の
E
コ
ι
加
巾
凹
Z
N
・
】
∞
吋
一
戸
〉
ユ
・
ニ
品
。
。
-
H
N
ι
口
同
・
ニ
N
.

(
2
〉
〈
回
一
-
E
白
E目
白
2
p
ω
g
曲
目
的
『
巾
n
z
-
∞
ι
-
P
E
g
-
ω
・
品
N印
w
h
N
吋
一
西
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
決
算
に
依
存
す
る
検
査
(
『
m
n
E
5阿
国

同
『
E
ロ
回
一
宮
P
E
E
D
加
)
と
決
算
に
依
存
し
な
い
検
査
(
『
2
E
E
ロ
伺
凹
E
S
E
E
m
-
∞
冊
目
u
E
Pロ
加
)
に
二
分
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、

ω
-
d
2
5
5
は
、
伝
統
的
な
「
決
算
の
検
査
」
概
念
を
拡
大
し
て
、
「
予
算
の
執
行
や
経
済
の
運
営
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
も
含
ま
し
め
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
(
同
・
田
・
0•• 

ω
・
ω
O
)
。
と
こ
ろ
で
、
連
邦
予
算
法
人
八
条
一
項
に
お
い
て
は
、
「
決
算
」
の
検
査
は
明
示
的
に
掲
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
決
算
」
も
、
同
項
に
い
う
「
す
べ
て
の
予
算
の
執
行
お
よ
び
経
済
運
営
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
〈
回
一
-

E
回
口
帥
ω
n
y
位
向
巾
ア
N
E
5
ω
n
y
三
N
口
氏
=
巾
円
『
巾
一
己
巾
円
河
巾
n
F
ロ
ロ
ロ
四
回
百
円
止
『
E
口
問
E
ロ
ι
ι
2
回
巾
江
口
}
】
門
巾
a
s
=
=
口
同
ι
巾
『
同
州
市
n
F
ロ
ロ
ロ
師
団
Z
D
F
-
m
，
巾
凹
門
的
円
}
丘
町
門
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西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

(
9
〉
同
規
定
は
、
新
し
い
回
河
出
。
の
成
立
と
と
も
に
、
一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
。

(
叩
〉
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、

2
0
己
四
二
条
二
項
二
号
が
、
「
財
政
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
措
置
」
を
検
査
の
対
象
と
し
た
り
、
同
じ
く

切出
O

八
九
条
一
項
二
号
も
同
様
の
規
定
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
然
に
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
〈
白
戸
句
『
白
ロ
N

穴一色ロ

(
Z
a
同・)・同・回・

0•. 

ω・
ω
品∞・

(
ロ
)
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
.
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
単
な
る
計
画
の
草
案
で
は
ま
だ
駄
目
な
の
で
あ
り
、
計
画
に
関
す
る

決
定
(
開
口
昨
日
n
Z
E
E同
)
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
予
算
委
員
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
新
回
目
自
の
の
制
定
に
際
し

て
、
連
邦
会
計
検
査
院
は
、
法
律
の
有
効
性
(
巧
町
r
S
5
5
5
を
も
検
査
対
象
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
点
は
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
以
上
に
つ
い
て

は
、
〈
白
戸
田
、
吋

'ua--O¥山印
-oω
・品一回
U2巾『何一
nr巾ロ『
0
0
ヨ
¥
何
『
ロ
師
同
国
内
E
m
F
U曲
師
ロ
巾
己
巾
切
ロ
コ
ι巾凹『巾
nEDE--回目『口町田巾凹巾円
N

・
0
0〈】∞∞印・

ω・∞∞吋

『『・・
-
0
0
0

同・

(
日
)
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
〈
同
一
・

ω
Z
3・白・目・
0
・
ω
む
?

〈

U
)

会
計
検
査
院
の
助
言
作
用
に
つ
い
て
は
、
〈
回
一
-
Z
E巾
ミ
ロ
ロ
ヨ
ヨ
2
7
目・同・

0
・
・
〉
ユ
・
=
品
。
。

-m品
2
・
2
ロ・

5
仏
間
∞
∞
∞
z
o
-
-
2
2・町一

ω一R-
回・同・

0
・・

ω・
2

R
一
ω岳
民
2
・4
〈

2
r
oロ
5
=一巾『
H
E
R
B
g
2
2
m色
合
二
・

5
コ・

ω・
町
民
・
ま
た
、
甲
斐
素
直
「
西
ド
イ
ツ
会
計

検
査
院
」
会
計
と
監
査
三
二
巻
一

O
号
八
頁
、
保
坂
栄
次
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
監
査
・
行
政
評
価
|
|
会
計
検
査
制
度
を
中
心
と
し
て
」

自
治
研
究
五
三
巻
三
号
一
一
九
頁
以
下
、
近
藤
・
前
掲
一
九
一
頁
な
ど
参
照
。

(
日
)
連
邦
委
託
官
の
助
言
作
用
に
た
い
し
て
、
話
一
・
呂
田
5
9
E官
官
、
口
町
虫
色
-
E伯
母
円

H
N
R
E
E句
E
F
E
号
『
回
5
合
2
3
5一一宵

。叩三明
n
E同
ロ
チ
-
由
吋
N一・
ω--o白目・
-
E巾
E
2
¥ロ
ロ
ヨ
ヨ
白
ny-
回目・
0
・
・
〉
ユ
・
ニ

hHOO-HNι
口
同
・
】
ロ
ロ
ロ
・
ロ
ロ
門
日
間
∞
∞
回
国
0
・同州【凶ロ『--印一回
U

広己円
}
f

白田・

0
・・

2
∞
回
目
{
0
・
HNE『・由一

ω一E-
回・同・

0
・・

ω・
8
ロ・一

ω岳
民
2
・回・同・

0
・
ω・
怠
ほ
・
ま
た
、
甲
斐
・
前
掲
九
頁
、
保
坂
・
前
掲
一
二

O
頁

以
下
参
照
。

(
日
)
甲
斐
・
前
掲
九
頁
参
照
。

(
げ
)
〈
凹
一
・

ω丹
市

5
・回・回・

0
・・

ω
お品目・

(
国
)
〈
加
一
-
g
2ロ
-
P
同・

0.ω

品目・

(
印
)
こ
の
点
、

ω
Z
B
-
田・同・

0
・・

ω・
お
N
を
参
照
し
た
。

(
却
〉
〈
同
一

ω
Z
5・回・同・
0
・・

ω・
8
N・
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説論

(
幻
〉
検
査
基
準
に
つ
き
、
基
本
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、

E
2
2
¥
U
0
5
5
R
F
田・田

0
4
〉
ユ
-
-
E
のの
-
m
ι
2
2
ロ・一

ω
何回・目・目・

0
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D
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E
2
2
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¥
河
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回
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叩
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¥
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ω
n
y
D一N・
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E
ロ
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N
-
-
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0

・
〉
ユ
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己
品
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。
・
同
州
ι口『・

5
一

聞内田ユ・国巾一口同一口
}dE田口
MHHH巾可叩円
¥ZmHFmユ
}
広
三
間
¥
↓
F
D
E恒国

O
官官巾
HHHH白口口、

O
町四巾ロ円一一
nF巾
ヨ
ロ
mwDNrDロ
ロ
三
一
叩
『
巴

g
a巾
『
ロ
巾
ロ
ロ
一
巾
口
忠
Z
2
E
D加巾ロ・

5
∞
N.ω
・
ωN
四日・一ヨ∞
n
F
2
7向g
m
F
E凹
g
・伊・同・

0•. 

〉
ユ
・
ニ
品

oo--Nι
口
同
・
二
日
『
・
一

]
U
E
z
n
y
同・同・

0•. 

〉
2
・
ニ
品
。
。
-mι
口『・

N印
な
ど

を
参
照
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
会
計
検
査
の
観
点
と
し
て
は
、

ω正
確
性
、

ω合
規
性
、
同
経
済
性
・
効
率
性
、

ω有
効
性
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
会
計
検
査
の
あ
ら
ま
し
|
|
六

0
年
度
決
算
|
|
三
頁
以
下
)
。
こ
れ
ら
の
意
義
に
関
し
、
甲
斐
素
直
「
包
括
的
検
査
の
考
え
方
|
|
3
E
検

査
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
t
|
|
」
会
計
検
査
院
月
報
(
一
九
八
五
・
四
)
一
頁
以
下
参
照
。

(mμ

〉
〈
加
-
-
g
2
P
同・白・

0
・・

ω・品
ωω
・

(
お
)
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
〈
伺
一
・

ω
5
2・回・同・

0
・・
ω
・
8ω

一
な
お
、

S
・
テ
ィ

l
マ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
法
一
一
四
条
二
項
の
中
に
合
法

性
基
準
の
明
文
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
「
あ
き
れ
る
ほ
ど
の
事
実
」
と
評
し
て
い
る
。
〈
加
一
・

ω・、口
2
d
g
p
目・同・
0
・
ω・
お
吋
・
な
お
、
多

く
の
論
者
は
、
基
本
法
一
一
四
条
二
項
に
い
う

O
E
E口
問
団
ヨ
目
白
石
Z
X
を
広
く
解
し
、
そ
の
中
に
、
狭
義
で
の

O
E
ロ
ロ
コ
回
目
ヨ
白
空
白
r
Z
及
び
合

法
性

(
m
R
E
M
g目
白
百
r巾
一
円
〉
を
含
め
て
説
明
し
て
い
る
。

(
剖
)
〈
加
一
・

2
2
P
目・目・

0
・・

ω
・品
ωω
・

(
お
)
〈
同
一
・

ω
・、吋一
2
5
2
P
田・目・

0
・・
ω
-
-
N∞
一
史
2
P
目・目・

0
・・
ω
・
8
品
一
な
お
、
テ
ィ
l
マ
ン
は
、
合
法
性
基
準
の
中
に
、
憲
法
や
他
の
法
律
上

の
規
定
も
広
く
含
め
て
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
に
た
い
す
る
違
反
が
も
し
あ
れ
ば
、
た
と
え
予
算
法
上
の
す
べ
て
の
規
定
が
遵
守
さ

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
な
お
法
適
合
的
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
か
ら
自
由
な
領
域
に
属
す
る
と
さ
れ
る
補
助
金
の
交
付

で
、
法
の
下
の
平
等
(
基
本
法
三
条
)
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
が
そ
の
例
で
あ
る
(
以
上
、
〈
凹
一

ω
・
、
口
町
三
国
コ
コ
・
白
・
田
・

0
・・
ω
-
-
N∞
『
『
・
同
旨
、

ω
一回田・目・向
W

・
O
-
ω
・
8
一
)
。
さ
ら
に
〈
凹
-
Z巾巴叩円
¥
U
D
5
5目
ny-
回・白

0
・
・
〉
ユ
・
ご
品
。
。
・
刃
ι
ミ
-
E
C
コ
ι

間由。∞
2
0
・
mι
コ『・品・

〈回一・

ω門司『ロ・目・白

0
・
ω・
8
品

〈由一

ω一伺白・目・曲

0
・・

ω・
8

〈同戸

ω
・叶一叩吉田『
H
P
同・同
-
0・・
ω
-
-
N白・

(
お
)

(
幻
)

(
泊
)
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(却〉

ω一回伺・目・目・
0
・・

ω・ぉ・

(
初
)
経
済
性
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
注

(
5
)
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
ヒ
ュ
ッ
ト
ル
は
、
検
査
報
告
の

中
の
、
経
済
性
違
反
に
対
す
る
理
由
づ
け
が
不
十
分
な
こ
と
を
指
摘
す
る
。
〈
同
一
-
〉
号
一
日

E
H
E
P
U曲
目
司
王
将

E
E
-
n罫
巾
広
告
ユ
ロ
Ne
一口色叩叫

んい『『巾三一一
n
y
g
〈巾『君主門戸』口問・一口一

N印口』同
}
H
B
m巾
nyコロロ回目官同止『己口開・

ω-ND印『
?
N
ニ-

(
泊
)
こ
の
点
は
、

ω
Z
5・回・曲・
0•. 

ω・
お
印
『
・
を
参
考
に
し
た
。
因
み
に
我
が
国
の
実
定
法
に
も
、
こ
れ
と
同
内
容
の
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

地
方
自
治
法
二
条
一
三
項
は
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、
:
:
:
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、

ま
た
、
地
方
財
政
法
四
条
一
項
も
、
「
地
方
公
共
団
体
の
経
費
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
且
つ
最
少
の
限
度
を
こ
え
て
、
こ
れ
を

支
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

(
辺
)
〈
回
一
-ω
門司『
P
目・回・

0
・・

ω・九日
ω
∞・

(
泊
)
〈
同
一
・

ω
Z
5・回・同・
0•. 

ω・品
ω
白『・

(
引
出
〉
〈
回
一
-ω
丹市『ロ・同・目・

0
・・

ω・
8
叶・

(
お
)
〈
同
一
・

2
2
p
目・同・

0
・・

ω
む叶・

と
こ
ろ
で
、
経
済
性
基
準
を
、
過
剰
性
禁
止

(
C
F
2ヨ
回
日
立
号
三
)
の
下
位
原
則
た
る
必
要
性
原
則
自
ユ
DEOH一一
n
y
E王
宮
古
巴
同
じ
で
根
拠
づ

け
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
経
済
性
原
則
の
独
自
の
法
学
的
分
析
を
展
開
す
る
も
の
に
、
河
口
ιD一四

E
g
g
-
U曲
目
当
一
HZny曲目丹一一
n
F
5
5宮
古
江
田
ニ
ロ

ι
2
r
0
3
S
E
E
-
S
E
E
R
-
ロロ
ι
Z
E目
Z
-
Z司
F
E
z
-
-∞
き
が
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
会
計
検
査
基
準
へ
の
応
用
を
含
め
て
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
な
お
、
過
剰
性
禁
止
に
つ
い
て
は
、
〈
包
・
司
叩
丹
市
『

F
m
R
Z
w
d
F
2
5同
日
ロ
ロ
ι
〈
2
p
g
Eロ加国『巾
n
z・
5
2・
過
剰
性
禁
止
の
も
う
一
つ
の

下
位
原
別
で
あ
る
比
例
性
原
則
に
つ
い
て
は
、
〈
同
一
・

ζ
戸
口
宮
町
二
U
E
r
r
o
r
-
U
2

。Eロ門戸田国同
N
ι
2
〈巾
H
E一円口一回ヨ昌一間
Z
I
-
-∞
∞
印
一
の
口
円
凹

Z
2
2
5
F
m
2
7
2
r回
同
巾
ロ
号
凹
戸
市
一
日
同
己
ロ
回
目
的
け
四
国
同

P
E
g
-
後
者
に
つ
い
て
は
、
村
上
武
則
「
ゲ
ル
グ
・
ハ
ベ
ル
カ
テ
『
給
付
国
家
の
法
問

題
』
の
紹
介
」
広
島
法
学
八
巻
二
・
三
号
七
五
頁
以
下
、
佐
藤
英
世
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
金
補
助
行
政
の
法
的
統
制
の
新
た
な
手
懸
か
り
に

つ
い
て
」
阪
大
法
学
一
一
一
一
八
号
八
九
頁
以
下
、
特
に
一
二
九
頁
以
下
、
村
上
武
則
・
佐
藤
英
世
・
石
森
久
広
「
公
法
学
の
最
近
の
動
向
」
比
較
法

研
究
四
六
号
二
五
五
頁
以
下
、
特
に
二
六
一
頁
以
下
が
あ
る
。

ま
た
、
一
九
八
三
年
度
の
ド
イ
ツ
国
法
学
者
大
会
で
は
、
「
予
算
法
と
予
算
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
の
行
政
作
用
の
誘
導
」
を
テ

l
マ
に
、

フ
ォ
ン
・
ム
チ
ゥ
ス
、
シ
ュ
ッ
ベ
ル
ト
の
報
告
が
な
さ
れ
た
合
同
一
-
〈
〈
ロ
笠
宮
、
お
・

ω
-
Eコ
む
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
経
済
性
(
節
約
性
)
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ロ』甲『

(guーマlDC

n
λ
ι
n
 -
~
ミ
会

J~慢
J
ν
Q
t
と
言
語
と

m:;
Q
椴
跡
拠
点
差
υ

I-Q4
Q
以
'
G
r
u
p
p

，
Steuerung des Verwaltungshandelns durch Wirtschaft-

lichkeitskontrolle?
，
 DO
V
 1983
，
 S. 661 ff.; 
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o
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e
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c
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J
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S
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n
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e
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 Der R
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c
h
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，
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『包白『『

Eロ
ι
Z
M
H『己ヨ
g
g
ユ
Eヨ
ι
2
閉
山

2
F口
E口
問
的
ま
な
一
コ

ι
2
仏巾
N
g
H『同一一回一巾ユ
2
2
8
2
0『加
S
E
E
S
-
一
口
一
回
宮
古
田
・
〈
ロ
ロ

ζ
三宮帥・

伊
豆
諸
巾
一

z
a
2・
ヨ
コ
曲
目
吉
三
『
口
宏
一
5
3
ι
叩『恒三〈巾ロω円白血

f
g∞N-ω・ωω『・

な
お
、
フ
ォ
ン
・
ム
チ
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
多
く
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
リ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
州
の
例
を
ひ
き
つ
つ
、
西
ド
イ
ツ
の
会
計
検
査
院
の
検

査
活
動
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
例
一
般
的
な
広
汎
な
権
限
も
十
分
に
は
行
使
さ
れ
て
い
な
い
こ

と、

M
W
固
有
の
会
計
の
検
査
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
的
少
な
く
と
も
抽
象
的
な
経
済
性
の
検
査
は
問
題
祝
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
付
検
査
の
時
点

も
事
後
的
な
も
の
が
多
い
こ
と
、
例
検
査
の
発
動
も
偶
然
的
で
欠
依
が
多
い
こ
と
、
例
同
じ
く
選
択
的
で
局
所
的
に
行
わ
れ
る
の
で
偶
然
的
で

欠
紋
が
多
い
こ
と
、
同
助
言
作
用
も
実
際
に
は
制
限
的
で
あ
る
こ
と
、
的
検
査
の
名
宛
人
も
大
学
な
ど
に
た
い
し
て
は
困
難
が
あ
る
こ
と
、
例
検

査
の
効
果
に
強
制
力
の
な
い
こ
と
|
|
た
だ
し
こ
れ
は
長
所
と
も
み
ら
れ
て
い
る
|
|
、
仙
門
前
述
の
連
邦
制
度
に
よ
る
弊
害
が
存
す
る
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
ま
た
、
フ
ォ
ン
・
ム
チ
ゥ
ス
は
立
法
政
策
的
な
提
言
を
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
例
会
計
検
査
院
の
報
告
権
(
思
古

一
O
二
条
)
を
強
化
す
る
こ
と
、

M
W
検
査
報
告
の
効
果
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
、
例
決
算
検
査
委
員
会
ば
か
り
で
な
く
、
予
算
委
員
会
や
財
政
委
員

会
に
お
い
て
会
計
検
査
院
の
助
言
的
関
与
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
、
帥
法
律
草
案
の
費
用
支
出
に
つ
い
て
の
会
計
検
査
院
の
意
見
表
明
を
議
会
へ

義
務
づ
け
さ
せ
る
こ
と
、
同
財
政
計
画
委
員
会

2
9の
五
一
条
)
や
財
政
報
告
(
回
目
。
三
一
条
)
の
作
成
に
会
計
検
査
院
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
、

同
ラ
ン
ト
の
会
計
検
査
院
の
権
限
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
、
等
が
提
言
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

U
S
Z
〈加一
-
S
D
Y向
E
E印・同・白・
0
・
ω・品
N
ロ・

(
円
引
)
茶
一
本
法
五
条
三
項
の
保
障
し
て
い
る
芸
術
、
学
問
、
研
究
の
自
由
や
、
同
法
五
条
一
項
二
文
の
保
障
す
る
放
送
の
自
由
と
の
関
わ
り
の
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
〈
同
一
-
Z
2
2
¥ロ
ロ
ヨ
B
R
Y
-
同・同・

0
・
・
〉
ス
・
ニ
品
。
。
-
m
E『・∞
N
戸
大
学
と
の
関
係
で

は、

ω一同伺・目・目・
0
・・

ω・
8
『
『
・
に
詳
し
い
。

(
川
崎
)
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
基
本
法
に
よ
っ
て
は
独
立
性
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
連
邦
銀
行
法

S
E
E
g『
g
w官
認
可
)
一
一
一
条

な
ど
で
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
、
歴
史
的
に
も
、
可
能
な
限
り
広
範
な
独
立
性
を
与
え
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
と
の
関
連
で
の
問
題
で
あ
る
。

〈加一
-
z
m
E
O
H
¥
U
0
5
5同
n
y
白・目

0
・
・
〉
ユ
-
ニ

0
0
・河【凶口『・叶∞・

こ
の
、
ド
グ
マ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
口
一
『
一
円
『
回
同
口
一
回
-
m
R
F
E口
白
与
え

5ι
同

u
c
z
z
F
U
O〈

zgwω
・叶
N-
ロ
・
に
詳
し
い
。

以
上
の
よ
う
な
ド
グ
マ
の
内
容
は
、
〈
回
一
-
回
目
円
三
回
、
田
・
目
。

回
目
主
的
(
同
国
・

0
・・

ω・
芯
ど
に
よ
る
と
、
一
九
五
九
年
に
グ
ィ
ア
ロ
ン
が
主
張
し
て
い
た
公
開
戸
〈
E
o
p
Z
E
ω
E一2
5口
Z
-
N・〉己目一-
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(川崎)

(
印
)

(
日
)

(
臼
)
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説論

-由日夕

ω・
怠
)
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
主
張
に
た
い
し
て
は
、
全
く
反
響
、
が
無
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(
臼
〉
そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
、
フ
ォ

l
ゲ
ル
(
〈
昌
一
巾
「
〈
2
2
g
z口開凹
H
a
z
r
z
の『
g
N
g
ι
2
0同町四三一一
n
y
g
Hり吉田口
N
}
8
2
3宏・
0
〈切】・

-由吋
0

・
ω
-∞
ω
回
目
・
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
話
「
回
同
丹
江
田
・
目
・
同
・

0
・・

ω・斗
Nω
・
そ
の
後
の
学
説
の
発
展
に
つ
い
て
も
、
回
目
三
回
・
目
・
白
・

0
・・

ω・

4Nω
同
・
に
詳
し
い
。

(
日
〉
た
と
え
ば
、
回
目
白
凹
』
・
当
口
一
向
日
・
〈
2
若田一吉ロ加帥『
m
n
Z
F
ω
・
〉
丘
一

-
-
U
3・
ωω
吋
N・

(
日
)
た
と
え
ば
、
経
済
性
の
観
点
の
下
で
は
政
治
的
決
定
の
評
価
は
避
け
ら
れ
な
い
〈
〈
凹
「
〈
am--
凹・回・

0
・・

ω・
-
E
-
C
こ
と
、
議
会
に
よ
る
免
責

の
規
準
と
会
計
検
査
院
の
会
計
検
査
の
基
準
は
同
一
で
あ
る
こ
と
(
〈
加
一
-
〈
口
同
町
一
¥
百
円
喜
三
・
}
ハ
0
5
5
2
S『
N
E
S
F
E
R
O
E
E加何回巾円
N-

N垣巾一号
g
H『冊一
z
z
z
a
-
〉
ユ

-
Z
品。。・

H
E口『・
-
2・
)
、
客
観
的
評
価
と
い
う
こ
と
も
経
済
政
策
的
な
予
算
の
機
能
の
検
査
を
み
れ
ば
矛
盾
に

陥
る
こ
と
(
〈
包
田
恒
三
日
・
回
・
同
・

0
・・

ω・芯
3
、
上
部
と
下
部
の
区
別
も
、
下
部
で
の
行
政
が
今
日
で
は
、
形
成
的
、
計
画
的
な
政
治
的
な
行
政
を

自
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
(
〈
m
F
回
目
三
♂
回
-PO--ω
・叶
N

印
)
、
目
的
と
手
段
の
関
係
も
あ
い
ま
い
で
、
目
的
が
と
き
に
は
手
段
に
も
な
る
こ
と
(
〈
回
一
-

F
E『¥呂田
ME日・

E
S
S
E三
三
一
叩

E
R
v
m巾
n
y
E
D伺凹
E

F
。
〈
∞
-
-
∞
∞
印
・

ω・2
3
、
会
計
検
査
院
が
政
治
の
中
に
入
っ
て
も
、
独
立
性
や
権

威
が
下
が
る
の
で
は
な
く
逆
に
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
(
〈
巴
・
明
，

Z
Eユ
n
z
p
z
r
F
N
E『
虫
色
一
E
a
ι
2
?宣
伝
三

g
ι
2
∞
E
庶
民
27E

E
ロ回目
For--口
一
司

g
z
n
z
E
ニ
E
Z回コ凶

ω
n
E
r
H
ム
-
Eご
己
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
独
立
性
を
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
政
治
的
に
な
っ
て
い

る
こ
と
(
〈
巴
・
回
同
円
安
・
目
・
目
・

0
・・

ω・
芯
印
〉
、
会
計
検
査
院
も
選
任
方
法
な
ど
民
主
的
基
礎
が
あ
る
こ
と
(
〈
由
一

-
F
E
2
¥
盟
主
5
・白・目・

0
・・

ω・

印印

N
3
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(
印
)
〈
凹
戸
田
内
自
己
g
r
p
N
2
Z叩
三
回
目
的
巳
口
白
色
印
刷
〉
『
円
安
立
国
ニ
九
日

ι何
回
。
『
ロ
ロ
ι加司
MmHN刊日・
0
0
〈
-
∞
斗
N-ω
・
ニ
印
『
同
・

(
町
)
〈
回
一
-
切
回
目

5
・白・回・

0
・・

ω・吋
N

白・

(
臼
)
〈
包
回
叩
ヨ
2
r
E口
同
叩
ロ
-
∞
吋
∞
・
回
、
H，・
ua-
∞
¥ω
∞
一
回
Eny
回同

5
2
r
Eコ
伺
伺
ロ
-
∞
∞
ω・回、
H，・
oa--o¥印立

ω・白・

(
臼
)
こ
の
よ
う
に
分
け
る
の
は
、

ZmEm『
¥
ロ
ロ
ヨ
ヨ
田
n
F
白・回・

0•. 

〉
ユ

-
-
z
o
o
-
河
ιロ『・叶∞・

(
印
)
〈
凹
「
回
目
Em『¥ロ
0
5
5目
nz・白・白

0
・
・
〉
=
・
ニ

A
H
O
O
-
m
ι
E・
g-

(
創
)
〈
凹
-
-
司

S
D
N
E叩一口

(
Z
Z加)・目・目・
0
・
ω・
2
∞
・
な
お
、
一
九
二
二
年
の
河
甲
山
O
一
O
九
条
一
項
に
も
、
既
に
、
会
計
検
査
院
は
法
律
の
変
更

や
解
釈
に
つ
い
て
助
言
を
な
し
う
る
規
定
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
回
2
0
は
決
し
て
そ
れ
に
返
れ
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
〈
加
「

ω田
Em『¥回一曲目
E
P
回・回・

0•. 

ω・印印印・
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西ドイツにおける連邦会計検査院の法的地位とその任務

(
位
)
〈
恒
一
-
Z巾巴巾『¥ロ
0
5
5田口}回、同・回・

0
・
・
〉
ユ
・
ニ
品
。
。
-
m
ι
2・∞
0

・

(
回
)
〈
由
一
-
Z
市
戸
』
巾
『
¥
ロ
ロ
ヨ
ヨ
同
nz・白・回・

0
・
・
〉
ユ
・
ご
品
。
。
-mι
ロ
?
∞
0

・

(
倒
)
〈
伺
一
・
回
吋
'Uz--C¥ω
印
-cω
・
品
一
〈
伺
一
-
回
口
rmロ『ロロヨ
¥
z
m
E
2・同・回・

0
・・

ω
-
-
o
c
c
F

(
白
)
明
，
S
コN

穴
一
冊
一
口
(
巴
『
凹
伺
)
・
白
白
・

0
・・

ω・ω人お・

(
印
)
こ
の
点
、
明
，

S
D
N
E巾
宮
(
同
日
開
)
・
回
目
・

0
・
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
一
九
八
四
年
度
西
ド
イ
ツ
連
邦
予
算
の
歳
入
・
歳
出
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

お
よ
そ
二
、
五

O
O億
マ
ル
ク
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
畠
山
蕃
編
・
図
説
日
本
の
財
政
(
昭
和
六
一
年
度
版
)
三
二
四
頁
参
照
。

(
肝
〉
司
『
田
口
N

目白色ロ

(
Z
Z白
-
Y

白・回・

0
・・

ω・ω品川戸

(
伺
〉
明
，

S
R
E
aロ
(
出
呂
田
-
Y

同・目・

0
・・

ω・
2
申
・
な
お
、
フ
ォ
ン
・
ム
チ
ゥ
ス
も
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
包
括
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
限
が
必

ず
し
も
十
分
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
〈
回
一
・

5
ロ
富
三
一
戸
』
少
国
・
同
・

0•. 

ω・
8.

(
印
〉
〈
由
一
・
明
，

g
コN
穴一色ロ

(za∞-
Y

回・目・

0
・・

ω・
ωkg・

(
刊
〉
〈
加
一
-
∞
叶
aUz--C¥ω
印】
Cω
・印『・

(n)
以
下
、
何
一
n
r
g
Z
0
5
¥
E
2
2・同・同・

0
・wω
・
5
0】
戸
を
参
考
に
し
た
。

(η)

詳
し
く
は
、
〈
同
一
-
回
巾
5
2
E口問
g
ι
2
回目
N
Z
E
E
-
回、
H

，
U
z
-
-
C
¥
N
N
N
U
Z『・

-Nω

注
目
『
・
な
お
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は

会
計
検
査
院
法
二
三
条
一
項
七
号
に
よ
り
一
応
立
法
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
〈
加
一
回
nr巾ロ『
D
0
5
¥目印
Emア回・回・

0
・w
ω
-
-
C
O
N・

五

お
わ
り
に

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
会
計
検
査
院
の
法
的
地
位
や
そ
の
任
務
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
長
い
歴
史
の

一
方
で
、
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、

ド
イ
ツ
の
会
計
検
査
院
は
着
実
に
議
会
へ
と
近
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

中
で

し
て
、
他
方
で
、
そ
の
任
務
は
ま
ず
ま
ず
拡
大
し
、
会
計
検
査
院
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

会
計
検
査
院
の
地
位
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
理
由
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
根
拠
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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説

第
一
は
、
政
治
的
な
根
拠
で
あ
る
。
特
に
す
な
わ
ち

一
九
六

0
年
代
か
ら
続
く
経
済
的
不
況
の
中
で
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
利
，
凶

論

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
、
国
家
的
財
政
活
動
も
、
経
済
的
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
基
本
法
二
四
条
二
項
)
の
で
あ
り
、

い
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

し
か
じ
、
行
政
府
に
も
立
法
府
に
も
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
適
正
に
行
使
で
き
る
能
力
を
到
底
持
ち
合
わ

00-4 -648) 

そ
の
結
果
、
当
然
に
行
政
自
身
に
よ
る
内
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
議
会
に
よ
る
外
在
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
有
効
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

せ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
等
に
た
い
し
て
専
門
的
な
能
力
に
基
づ
い
て
資
料
を
提
供
す
る
任
務
が
与
え
ら
れ
る
会
計
検
査
院
の
地

位
は
当
然
に
高
ま
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
国
家
観
の
変
遷
か
ら
く
る
根
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
西
ド
イ
ツ
は
社
会
国
家
あ
る
い
は
給
付
国
家
と
よ
ば
れ
て
い

る
よ
う
に
、
国
家
は
国
民
の
社
会
的
生
存
を
配
慮
す
る
責
任
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
国
家
の
任
務
も
変
遷
し
、
形
成
的
行
政
、
計

画
的
行
政
と
い
わ
れ
る
行
政
が
増
大
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
に
た
い
し
て
は
司
法
権
(
と
く
に
行
政
裁
判
所
〉
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ

l

ル
に
は
自
ら
限
界
が
あ
り
、
当
・
不
当
の
基
準
と
り
わ
け
経
済
性
基
準
に
基
づ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
及
ぼ
す
会
計
検
査
院
の
比
重

は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
高
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
会
計
検
査
院
が
議
会
へ
近
寄
せ
ら
れ
て
ゆ
く
理
由
は
、
も
ち
ろ
ん
財
政
民
主
主
義
の
原
則
の
重
視
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

れ
は
究
極
的
に
は
国
民
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
国
民
自
身
の
同
意
あ
る
い
は
納
得
と
い
う

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

※
な
お
本
稿
は
、
村
上
と
石
森
の
合
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
村
上
が
文
部
省
よ
り
昭
和
六
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
を
「
会
計
検
査
院
の
検
査

基
準
と
検
査
に
対
す
る
権
利
保
護
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
|
|
西
ド
イ
ツ
の
場
合
」
の
研
究
に
た
い
し
交
付
さ
れ
、
石
森
が
昭
和
六

0
年
度

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
論
文
と
し
て
「
西
ド
イ
ツ
会
計
検
査
制
度
と
会
計
検
査
に
お
け
る
主
観
的
権
利
の
保
護
」
を
作
成
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
共
同
研
究
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

学
問
一
筋
に
人
生
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
森
下
忠
先
生
に
本
稿
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
至
上
の
喜
び
と
す
る
も
の
で
あ
る
。


